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ナナス寒ぎ刊行の言お 

まが#おを巧猶 i するまな世巧巧巧巧の巧おは、これに巧巧するおニホ乂« によ P 、 

み主を W 伊な軸プ D * クと 化し、 この 世ホ化的轉がは、 i さに、 巧 米巧まま義共村 R # をお 
巧せしわ、インド、巧を、 度拥、カホダ 巧を 面に直る巧日が销巧をお巧廿しめんとする。 

ナチス.ドイツは何によつて、か <4 お巧的»巧を巧巧しわか •これこそヒ*トブ 1» な 
が、 S か冀供抽による、ゲルマン曲の巧なによつて > 巧し得たものであり、」かも々や 
巧 本坊巧略に より、イギいスの化 巧ホみ 巧は、 E に巧しを世 巧を 巧«に»«せん i ナる • 

* * さに新輿ドイツは、巧が日ネの田®を硏免し、日本巧神を « 巧して、巧 «せんとする奮 
«洲に、巧しろ世巧をを巧せん i ナる • 

わ<てドイブをかる ことは、 日丰を巧るこ i でみ9、 S た日本をかる ti は、ドイツを e 
* するこ i である • 

本*書は、 C の日すドイツの»巧なる世ホ史的 M 巧を巧識し、巧 a 化する >わに ナ♦ス. 
ドイブの本®を M 巧せん i し、併甘て、巧が日本が«を巧す Yg わの焦眉の W 扭に»ナ*、 
巧«なる解#を與へん i するものである* 
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ナチスの商業政策 















r ナチス巧業な巧のなか巧 

】八一二四年の M 巧同巧の巧立、一八四八年の一一百巧かをちて、巧揉のために必巧な ft 巧的 
一|條巧ぶホ巧せしめたドイブを！ inli !、 】八五0年化よりなのごと♦を速&艮閉た示すにまク 

寺 一：，-: J " 

?資本お|8の宙11イ<—スは巧^&|8にを巧の後をさへ示しはじわて居り、§術のホ入は巧谷 
か CIK 4 一れ困♦のため阻止され、ザ占の巧及は典型的な目由經巧的化货の反おによつてが#さ 
た，イ^|^:—*<!がクち4^1は；5^な多の巧さ—酱化拾への固を、技巧的水準のをホ、がな 
攝おの g さは、 M 産奠タリ々合衆苗とドイツの巧巧たる進军からとりなされざ 
み^*|^れ0イリスによクで支酷されつ、わクたせホ巧巧にをける巧争 
化力を巧ぶし、且つ苗巧ホ巧のかなた样を巧れサざるを巧化かつたドイヴ巧ホは •面 おの巧！！ 
4 s ♦ス商爾&策 OR 前 ft 


ナ♦スのな業度策 

拥巧、輸出が»をみ他の幸巧をがでする手 W い巧巧と巧お0てヵルテル化がの庚巧な採用によ 
る合理化た化おとしてを'速に伸ちして巧0たのでわる。 

二八セ、八0年代の不が、巧に が》 が大のを巧的化をおのかおは、 P イツ巧ホ巧本のの 
ち的お合を巧進した • 巧料、半お品の不足がちで わ0 わ 巧 後インフレーションの時代に わいて 
は、 巧巧の巧占と いんよりも、寧ろ 巧 巧 半 巧 品の供給を巧巧せんがた 》 に、 がか 的かホが合 
たる n ン ツユ ルン S 巧が企■されちたとへぱ霖"、ぃンゃルク七ンプルグ S エホは、 

巧巧コークスたル I ルにのダ、をの生ました巧巧、 半が 期をル I ルに を 0て 完ぶサ しめるとい 
ふやぅ わ网がにをるものが夕 く、 ルールと 口 1レン、ザ1ル、ルクセンブ A グ等はーブロック 
の巧ををしてゐたが、"、レンとザ、ルが7クン*<に奪はれルク七ンプルグの鼓巧所もまた巧 
西の械巧巧駐はあのたわプロ,クより巧悅するにわよんで、ドイツの至エ案は「中聞生ホ拥巧 
たる格 巧は、 おが H 巧、 およびお巧エ巧をかかせるトルプ(首キ巧たを彫像】とたクた，」ブイ 
ン•ゥ 玉ス トフ： ンの赛業は、原料たを么入にのがねぱ ならな くたクセと共に J 切の 
蠢通巧を自ら 巧へて 巧をせわ ば化らたくたウたので ホる •かくて巧 S 《をに應じて生巧泣 





程のを巧化を目なとするま®的巧占！！！ IS がホづ 1 し、走た巧格の巧一、なぶの樓巧化、生巧 
の專巧化など' 大量生をによを口理化を肖ざす水平的巧占もまた巧巧したのでわ0た。 

フー ゴー • K チンネス•コンツ H ルンがインフレ I シ 3 ンのが末と共にが ホす る や、 ブイン 
•エルべ.ゥ占オン(ダルゼンキルヘン) とテイ, セン およ ぴ フエ|_ ，クス函並びに ドイツ • 
ルクセンプルグ 、ボフ A 1 A およびブインが飼を社の六 大な銅ホれ は巧合して、一义一三ハ年を 
同 巧がホ 式をなを設立した•このち 大 トラストは一九一ニニ年には中拥ドイツのま巧薄會れと 
も 合併し、さらにこれを通しで 上が シンジュン錢 巧 おをもま配するに至0た •かくてを 巧が « 
な化巧11々を中1乂二八年には五々をが<口同装銅に»し、これにトーマスなをよぴぺツセマ 
1 巧 一二一二を、シーインス•マルチン 巧 111基、 巧が一 五ー ニがかつで、 お巧資巧より 
工場 (ドイツ 最大の巧が エ柔トブ スト 「デマアグ」のがぶ五割を巧ち)に至る备ホ巧溫 巧と 石 
巧化學エ 巧を もまおし、 ドイツを をエ桑巧働を 巧巧の五セ％ はこれ に 巧しセのである•その 巧 
よ的ホ配は さらに かがに伸びてホのか<ホ數の直巧々ルテルに をいて 巧 占的 巧 力た埃#するに 
まつた•(巧孤巧はをか割合】 

♦ナス衍巧巧巧のホが化 


ナ ♦ * oimK 翁 

ブイン•サ hk トフア1レ y •石巧シンタケ1卜(ニニ％)、巧 g 化を(阳ミ w )、 巧 〔fi 
|1>よびキ»銅〕組を(一一1<%】、样巧巧を(一二一 w )、 ユ》バーサル麵化を(两巧の二が、か 
かガ llw 】、 巧銅化を(巧巧一二乂％、おか一二五％】、»銷が化を(一二九％)、中麵板化合(两巧 
一四ザ、がかニニ％)、薄銅が化を(二八％)、 g 巧お材化合(一二0%)、銅管化合(冗0%)每* 
を两な銷にホで著をれフリードリ，ヒ.クル，プの大トブストがわり、じれら二大トブストた 
ホむセ大食なは、一九二九年にを巧巧»生を巧のセムハタ銷续生を高のセ网％を生巧し、その 
ぅちセ0%か上が合同お銅の占めるところであつた•一乂一二一二年ナナス巧權下に合同お銷は十 
一二の巧ホ刖食なにみ巧し、「ダルゼンキルヘン」がそのな制舍れとなり、トブストの大がまテイ 
* センがみな巧に對卞るまお力を巧有すること、なクたのでわる- 
I • G みが ♦44 は一乂二五年•ハーデン•ア S リン•ブーダ g を會せが中也となり、バイエル染 
巧舍冀他の五大化55ンッ H ルンを合併し V 望したミでみミ、ドイッ化學エホ親 
《本の玄二》をよめて《る•そのな巧丈配する企巧は化ま柔二至一た、 C 氣化學みよび治を 
エ柔十一た、お 1 C 褐夕石霎面十セれ、人5よびフイル A われ、その他十化れ♦をが八 



十四せに a し、 r イヴ化學工業義巧画巧が給の一二みの】、輪曲の吉みの二をさめる•染巧につ 
いではをドイヴを巧んどおをに巧占し、も15^油に>いではそのまおは100^^に巧く、«素 
シンデケー トのセ五； R 、 葉巧の四0夕乂巧の二五 W を 丈 K し、 さらに 人を ゴムに おずる推化 
も巧めで巧巧でわる•そのが巧員おは一化一二一二年ドイツ化ホエ業なが荣貝巧の巧的巧をよわ、 
せ巧お巧の逊半をよめるドイヴな素エ窠のま配は、公巧せホ巧タエ案にわける巧よ的がなをす 
ら保®しでわるのでわる* 

SMI および化學エ菜を中也とするちのやぅな巨大3ンブ t ルンのは か、* «工業にたける A 
• E . G とジ1インス、 II 力おにたけるブイン•サエスト•フアレン«氣 食せ、* メントエ業 
にをけるミ大コンヴェルン、かま工業にわける二大ゴンツェルンをはじめ、コンツェルンかホ 
のはが目すベをものが わり、 ををまがけにわけるコンブユルン資本の夕か访合は、おが探 
巧お九一二％、《巧煤がお九0%、加まェ柔九八？ R 、 1一山企柔乂八％、 S ホ八五％、 g お 島 W 
属エ巧八一ニタ電氣エホ八セ》、化學エ巧八一二％、み巧エホをハ％に逢しでゐるのでわる* 
い*ドイツ產業に>ける*本集中の4^を的に示サぱ M 巧 「 r イヴエホの gc 規植 J に 
♦ 4^|<»||度策0な||« 


© な 

巧規巧 

(巧は千） 


(お巧巧な入は上） 

m 

か 

色 S £ 

巧業貝扳 

な營巧 

巧巧巧 ft 

29 

4,937 

2,086 

10,852 

1ぶ％ 

46.0% 

100?ぶ 

130% 

抵 

6,968 

1352 

巧； 704 

2.0% 

65.0% 

100% 

100% 

19 

4.103 

1,917 

94.52 

1.0% 

46.5% 

• 100% 

100% 


あ* 6 かなごとく、エ巧が柔貝の通ザ巧を吸化せる 
ものは、巧类貝ち十一人が*^のおをでわり、 n 入な 
下のを細絕替は】九ご一ーニ年においてれほが’かな巧が 
を示してゐるに拘らず、エ柔をを 力と しての巧が性 
はさして大きなものではない ことが 巧かされるので 
ある•巧にお菜員一千人が上の巨大か菜は、一九一二 
0年に鈍業を促業貝のセニ％、をを H ホをがホ员の 
五一一%、を拽工業を巧类貝の一一充％、機树エホにわ 
いては一二一二％を巧化してゐる。 

またこれを巧式みれ資本にクいてみれば、則裝 
「ドィツが式資本の集中」に示されるごとく一九111111 
年ナチ K 巧巧が立の年において、ホ式舍れなお九、 
一四八のぅ ち 巧に六と九を古めるに巧 ダれ い五百萬 


一10 






♦ o *' ス巧巧度巧の巧前巧 


マルクな上の大會巧は、公§|^*^本«巧二九0化六干 
一二ち巧マルクのぅち一五二な四千六百 K マルク、 卽 
ち五0%なトーを手中に化めてねたので ある。 

ナチスお巧巧巧は、ドィッ巧柔の右の やぅな篇化 
おの去璧した•两巧を業の巧お巧は、旣にがな 

しでゐたカルテル .トラスト - n ンツエルンの巧占的 

化惊の巧ホ、巧編巧の問囲として巧巧 さ忙る •一^ 
三一一年の® 巧慌 によクでを柏資本おと巧 家との丈 
お脚なは逆特してゐた•擊は巧みの按かにょ つで 
のみ故をからをれ得たので わる •ホ巧巧本 もまた巧 

璧あつた。巧にナチス ( r 公羹をを節とす 

るを業巧細巧の政治的へダモ -I I が約 おされたので 
わる•巧よ資本は两を目的に從 W かしめられ k •阿 








時にを巧みび巧巧の攪 A 的 巧 ホをたしで & わアウト 
サイダーは巧制カルチルのホ配下に宙かれ、 また々 
ルチル巧巧の f はか治がま K の下に廢巧サ しめら 

れち 

庚かたミの愛は、ナチ K 巧 S 濟の巧資的な 
巧«であり、走たそのを进た巧巧の巧因でわつた， 
を巧巧巧にわける巧が巧をよび生巧乎おのれ畫的宙 
みは、カルテルの巧大た化巧のが*的な遠用によつ 
でを巧される•巧る阳苗は、ドイツホ•ホがその壓巧 
的な巧分を仰いでたた输乂資材の巧$と 度み、>よ 
びドイツ巧ホの*巧なホをたる > おホ！ f の規がの阳 
苗、困巧巧#にわける巧 費* がの拓夕而しで農雲 
のを產 K 給 機！！ CiliE の mH とれるわけで わる . B 



年 末 


A ド 


致巧會世 


胜 ft 


1963年 

9.148 

29.068 

1984年 

8.618 

17,905 

1汾3年 

7,840 

19,556 

1汾6年 

7.2 M 

19.225 

1跑7年 

6,094 

18,705 


公猜 S ネ 


一會肚や A 資本 


(マルク 

2柳 .7 

2.296.4 

2.494.4 
2.668.6 
ん069ぶ 


【商！策の R 前 g 


ホな々ル*ルの UJ }* が田巧ホ場の间苗た！！供化し、 
B 两商業ががの問 St まとして小資巧窠な策に巧局 
する4$|8にわつたことは注目されねばたらをい* 

一九一云ハ年九月、-*ルンベルグのナチス* 乂會 
にたいて巧をされホ四ヶ年れ畫遂行のため、ホのや 
ぅたが巧が新設された。 

1、巧巧をよびエみが巧のを產 
( A ) ドィッ巧巧みよび工場が 
( B 】 エホ脂肪生產のが畫をよび資巧 
二、巧巧のみお 
一二、巧«充填 

四、 お業をま 

五、 g みの構巧 
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ナ ♦スの 巧藥巧巧 

々、島を蒂巧 

これに阴がしてちへるぺきことは、ず日巧が围に巧はれつ、みるが制お巧が、历林料巧は生 
を手段のおみ阴がをすらホ瑞統制の問題として、巧类巧巧のにとりわげょぅとしてねることで 
わる•巧つて生ホ巧構をのものがちら巧巧を#巧し巧ないで、依がとして扫由巧場から彼塔の 
なする原材料や生產手段を得つ、あることを示すものであるといへょぅ•併し乍ら駐ホか昨む 
巧の本格的な巧巧は、巧業胡口のお少と生產が巧の比まの巧加をなて§のな現巧とすること 
は、も0とおを的に認馈されねばわらない•工業の巧生產のを巧は、生產それち巧《問迸とし 
て包括的に解巧されなくてはならず、商業巧巧のななは、個人的な巧"が物安のおお挪おを迫が 
することにを點が垣かれることになるのである • 

しかも巧が巧の巧棄お巧は、 ドィツ 的な ものとまさに おが的な形に わる •巧ち ドィツに おけ 
る 巧占を本は、 巧ら ヵルテル的力至は トブ スト的おおにおいて巧度した•前述を巧お巧 力ち I 
• G 染巧のを お 的を お 結合といへ ども、巧巧 力至は化タエまにをける】巧的おおを巧巧してゐ 
るに掘ダなレのである•がるに巧が氏にをけるが脚資本は、庭巧、保お、な巧、巧ホ、が®、 
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巧柔、規找、を船、石巧、七 メント 等に あらゆる 產类 がけを 包巧した ユン ツエ.ルン おがを w て 
§ としてゐ る。巧がはがよりもホづ巧 巧の 强固な化啟 をがみとるべきことはいふまでもをい 
として、 か、 る 日本型コンツユルンから巧發 する 巧爭巧巧の日本的を型は、エ柔の巧を巧通巧 
にを ける巧巧およびを產手段の がみを* コンツェルンの巧的な規亞作用にをね 料る ことによ つ 
て ドィツよ りなは 商巧の合理的調を を可能とし、 したがつ て 商業的巧場の巧阐 は、きはめて# 
が化され、围巧的お巧物資のお^題に集灼されるであらぅことは、巧がの巧ムべをがが的化 
おとしで認說 され わぱならないので ある- 

さでナチス巧業巧巧は、尚巧的にはホづ小巧巧柔巧制の閒®として巧はされた 〇その時、 最初 
に典 へられてわた條件は、小責巧業における大巧本と小資本のお 立で みクセ‘ 

工業巧口にをける巧占資本の巧连とお應して、巧お巧巧においても ま セを本の藥中とち大巧 
をの巧度が特巧的わ様相を展巧した‘ 

小資巧業に おける 大巧*の巧型的形態セる百货店の曲现は、ド小ツ においては】八 九0 年れ 
に本格的^巧度をみた•ドィツす巧巧の セ 巧な上は-八九0年なをのが立に か、るものでわ 

♦♦ X 商藥 g 策の ttuft 
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♦ ♦スの商！！度策 

る•大エホの«まによる人口の巧巧集中は百貨店の a 巧でわり、百貨店そのものはまセ逆に巧 
巧の巧巧を促巧ずる作用を持クた•百巧 店 お含の巧本を « 的な巧巧の f は、みが門のもつと 
i れゆ》のよい巧巧の結合でわり、專ま巧の巧备的なチ 盾、 一巧ル資巧の資本的たホ盾は、 
す货巧によ 0てち 放され、 その 合巧 おと 安本的 «化によつて、 巧巧に よる 小資巧、專ホ巧の A 
巧を尻目に、か速巧的な巧度を とげた ので わる- 

大資本的小資巧柔の g 泛は、さらに他のおで多ち的化巧 S を遂げ セ •百貨庙の巧お的を固ち 
巧を巧瓜ししかも大量化入の 巧を をな巧し 0 、、さらに專口的特巧化のがを たも 併せて媒よぅ 
としたものに*が店がをクた•まは i た大ホのな—力のほ下に®巧して、化巧の巧样麻货力た 
吸化せん とする み 一 情格店の 巧 現があつた •この： ホ店は大量生まと大量販資の巧 巧おた 
ザ最とし、廉 W た巧おを供給す ることによ ク で、 小巧巧或は專窠巧の ホ 巧を坊奪したので わる • 
ル資 c ホにがける大資丰の壓迫的を勢の W 大にも巧らず、エホが口からの々案をが巧巧に« 
げ口を見つけよぅとした紀果は、小資巧おにを怖的を症化たませし める にまクた，ン 

商業 S 化數は一を一五年の ニニ 巧 萬 巧から一を二一二年には】四 一二 萬巧に IP 大し、商業が業 

、 - 

*. > 
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頁は一吉ハ八巧セ千入れら一ニセ乂萬一千人に！ IP 大した•巧じ巧が にを r ィツ產巧の巧 巧おおは二 
1.五％の«涅を示してゐるのでわる* 

空巧3*^^<*巧巧のゥち、巧卖巧巧をのちめる扣合は、一を一五年のーホ九父から一允ーニーニ 
年には一三ハ％に上クてゐる•さらに巧窠巧門においても、】九二五年から一九11ニニ年に至る巧 
閒に、巧 g 巧は巧を個おにをいてニハ•一%、巧お貝なはニニ％诚少した にも 巧らず、 小資巧 
はセ•一一%の招を*•加と、一】％の人員みかを示してゐるのでをる， 

巧巧は失実ぞのるおが蒂とをクた•巧にちい閒大お替のを勢に喘いでゐた中を巧な的ル資巧 
の巧巧は、巧に極巧に尖が化された•ナチス巧ま巧巧は、先づル資巧におするれみ巧巧め施な 
をま巧すべき必巧がわクたのである•ナチス巧權が立前後において、中ル小資 巧の大お巧への 
巧爭はか烈を巧めた V のであつた•を時にがける中ル巧業をの巧ホは、左のやぅた資がにょつ 
て、巧みとることが出來ょぅ。 

ペルリン中を小資巧大舍をち 

一、大‘規巧小資店への巧時巧おな巧巧ホ 
♦♦ス巧 業 反 策 0な前な 


♦♦ K のな巧致巧 

二、百貨巧まが店、み】«が店、巧ル巧巧み店、巧♦釣合、なお腺ち巧、大通が晒 g 店 
をが店、巧巧巧に掛する必巧性證巧の巧ホ 
一二、手工業法にがふ中を小資巧へのな法的權巧附巧の巧々 
ヵールスルー H 小資巧田巧の宜言 

一、 餐氣か食物ををの禁止 

二、 百巧店る均一«格店における徹底的なを巧品がお巧 

一二、百貨店あみ一记格店におけるすぺての本巧かに涉るが門及施設にして、唯顧を吸引の 
ためのみのもの、正常巧をにお两ななるものの禁止 

四、 特資デ ー 等の禁止 

五、 百な店せ；他 n ンッ H ルン招をにおする巧に尖錫化せる珪築警な的力至巧义警祭的巧插 
規則の制を 

《、百貨店、チユーソストア、巧を化合へのみ】«格制禁止の圾巧 
セ、百貨店其他の大規巧巧におするガス、水道巧をの S 上 
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パィェルン巧エ食！！巧は大巧巧巧のお制吸巧巧に教するな巧のを嘴を巧すし、巧を巧、巧 w 
夕兜修巧巧裝怖が等への卞渉を巧ホした. 

しかしながら中を巧れ的ル資巧の力两も巧の巧ちもれかづた•ヴィマ ー ル憲法巧】巧のかは 
「手工柔、巧業、エ柔に從事する中產巧なは、を法みび行政にをいて巧巧さるべをものとす」 
と巧文たなて命じてねるに拘らず、これにをいてなされたなど唯一の措置は、一九 S 1 一年のプ 
リユ I _1ング巧念令のおをとつたち一«格店が立禁止令のみでをつた- 
中ホ階化的卸 f 巧小資巧の和議數、あ產巧は年とともに苗まり、八ム示を巧と巧巧令は#しい 
巧に上つセ•古い巧美は巧巧巧を受け、「夕巧の巧人には自殺が唯一のを路のピとくにみえた」 
のでわる • 

、 

二、 か責巧巧および農をみが制 

一九一一三一一年五ち十二日、小資業巧巧法がナチ K によ0て公ホされた•この巧茜法はそのが文 
か資巧菜わよび農巧！！ 
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♦♦ ス omK 致策 の 

に♦いて「3在の»濟的な迫にをける小資巧にちずる♦威的なるせな巧衡のセめ、宜ク小資病一 
の中巧巧な的«»のが#巧巧のため」に公布されたことを巧示して&る， 

小責巧巧#!法の目«はホのやぅを K にわづた- 

一、 版資がの一お的た巧を • lew •* 巧の巧止•但しホの條かを具備ナる巧合には例外的© 

巧た巧げたい • 

ィ、が巧な專口的かおが巧巧されること- 
C 、 巧なをが人み的にな巧し得ること • 

《、I 巧的投化禁止の例かのがホが、巧込のホ方にをける巧一巧おが門の f わ過 W をが 
さないじと。 

_|、百 货巧巧 小« 格ちまは巧みの « 格 はた 法を惡とずる 化の商店、 巧は 多數の照資 
巧を 經巧ナ るを 業の« む巧 巧 巧に 0 いては、ィおょび B の 前 巧 か件のはかに、か、る肤 
資 巧の 必需をポ證 巧される巧合に巧り、例か 没が が 典 へられる* 

二、 ル資巧大 SK おする特即巧 




一二、 ち貨巧にたける手工業經 g たよび養氣れ食物度堂の ® r 

四、 巧巧組をのが分的解巧* 

五、 巧乂店、み一«格店、巧费化合が、巧巧巧かを4よぴ育兒巧助をの需巧をち券$的ず 
ることの巧止， 

巧、巧货店、牟ち度店およぴ他の小資巧化 g がにおする居酒屋お巧のが设， 

セ、！！おお巧な报資店をよぴガッリン•スタンドの巧立巧止。 

八、 田巧が巧巧 S 奉仕お 巧、 相ち巧をよぴ怕巧巧おにをける巧巧の規肋 • 

九、 巧資業の病が令 •. 

十、專巧小巧巧におけるホ替的手工ち巧化の可巧ち 
十一、な®®巧巧の夕巧をよびを巧に助するな 义， 

この 巧巧法によクで門か 巧の 小資なおへの倭入が化正され、 ただ 人格的に复 しみ、 岛ク專 
門的た努 わる 人* のみがお巧と巧«とをし»ることにれ0た •大經 » の攘强 、巧な は禁 
止され、且ク大巧 «の 正常經»に無两巧な、而しで大巧を fc 篇巧するあ險のみ巧かが かれた， 

小‘賣商 S よび島產物 K 儀 





♦♦ K のな 巧 巧 度 

而して小資窠に勒するお迫的な諸が件は ち 弧されたのでわる•これにょクてル資巧巧がか ホ お 
の法稱瑞巧とれり、ルお替の不必巧を 访爭 の增大はとり除かれて珠在の位泣が 巧 巧され ること 
になる•それにはそ業をの困ま 的 巧かへの 收を にょるナナスの巧齡巧巧が、 な 大な側 而的巧 巧 
を送つてゐたことは忘れられてはならない • 

ル資巧巧互巧の巧爭の合理化、巧を费の低下巧に0いては則のお巧がちがされてゐる • 

一九一二一一一年冗月十二日のを品法、一九111111年十一ち二十五日の«格が引法(一九 lllw 年一一巧 
二十一日の满巧令)、一を一面年十一一巧二十一日の巧爭令、一を一一五年一一巧一一壬ハ日の不正巧が 
巧統法巧冗法、一九一二五年二さ一十六日の和讓法、】九11吾年る月八日の巧な附巧法、一丸一二 
一一一年九月十二日のお巧廣ホ法とその施巧令がちの目的のために立案された•巧資愤巧のお W は 
巧止され、巧則制巧の巧かは一掃され、ホお制巧の巧はおり除かれた•巧資やお沸ひの制化は 
商柔にな常的な巧おの可が巧を巧り巧したのでわる • 

ドィツ巧濟巧吿ホな會の巧立は見まなはまを巧した。巧吿は資本まを的な巧をから自 d たと 
り巧し、巧爭制巧は巧菜の正巧な**に貝献すること、たつたのでわる•ナチスか病がみの少 
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しかに巧をされセ巧エ會讓がの巧爭巧踊調停局ぶ、 « 事をの巧方へ人格的にかけることに 
よつで、巧爭巧德の向上に巧し*いが響をるばしたのでみつセ- 

か<しで小資巧業における大巧巧と小短ぶとのおなを調をしたナナスは、巧案のをがけに互 
る化な化を遂巧することによクて、巧柔巧巧の团式的な表現を完巧した.巧ち一九ミの年二月 
二十セ日のを巧巧的 巧 巧準備法と同年十一月二十セ日の巧ーホ施巧令によク て、 巧おの W 怖的 
お巧が巧はれセのである•巧業ががのホ k 位 国 巧は巧業西中央集*でをるが、苗中央が曲はホ 
の豆クの巧巧集 》 と六0の巧立專業集国によつて诗がされる。 

毋化巧拥巧黄围中央集围 

1巧巧集曲 か 入を棄巧 
ィ 、卸資 • A 入.巧が 業 約五0、000 
。、ル 巧 柔約お ニニ、 六00 
ハ、^!^5臀業 約二0〇、000 
一一、料理店巧が稱業 わ 一一 五0、000 
ホ資巧巧かよび度彥 物巧姻 
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ナスの商業 & 策 

ホ、 仲か柔 
2巧立專案お田 
ィ、が 巧 案巧お 
口、を おを巧案 
《、自化販 g 巧庚列柔 
a 、 花汚が作業 
ホ、度を巧なを 
へ、か巧廣吿柔 
なか 


朽100、000 


一、08 
八五0 
ミ、000 
セ、80 
九〇〇 
20 
一二六、000 


み經ホ集曲はそれぞれホ巧立專柔お田になれる•卸資 ••巧 •輪 入 ホち巧が 国は五一一 化の、 
ル 資柔巧ホ集困は 1111 巧の、巧巧店巧巧菜 g ホ集曲は一一巧の、 i « 巧ち巧集 ■は一二個の、仲 

かホち濟策^は六化の非巧を專巧集！！に肢れてゐる•かくしてを巧業は百巧の專巧集 B に货巧 
されるわけでわる • 


^を.，一 ^を 一！^おいを .-- i み，-たづ.がぎ-‘/’、..'^を 

fiy 邏等薄譯達吿— 


>‘4: む i 






_ ちの♦ぅな离則援と巧んで望別に巧の組ちかかられる•を面はホづ十四の巧《曲に み 
けられ、を拓巧にががグループたお巧し、まらにその下な巧巧としでホエ舍 g 所の管角地巧に 
下な地域刖グループが紀巧される•十四の經巧 K にはそれぞれ一化づ 、(巧し 下がザ ク* ン、 
ゥェストファ 1 レン、 中がドィツ、西がドィツの四大まな巧度に限 b 一一 個づ、)をれ十八個の 
♦巧 巧が 設けられ、巧ちがが说巧 たるを 巧な巧會を 巧を 巧 巧する •巧 ェ々 》 が、« ホ食酿 
かわよ びを面«巧會議が等の巧巧に よ0て、 巧業は化の巧ホがけとの巧 «的 わな問巧の解かに 
t ることに 化る • 

巧柔集田の一巧的れ任巧は、策国的をホの巧持、巧街巧的巧ホのなを、集围的ち治(後述の 
やぅに、それは巧巧的自治たちホするものではたい)の達巧にホる•それらのことは巧ホが 面 
夕的おお5^としての魚巧を巧巧すぺをことををホするものでわる《 

資本ま義的た巧な則は巧巧された•お則.供給條件戎はま巧が件に历して巧本的たなをが巧 
立し、み資化巧とみ«水準のを»とを巧止し、ホ巧をまをせしめる作用を持クた•乂世巧がた 
を 巧と するな量初引の方法は、比較的小規樓なおをの「巧ち巧巧的に W あわる給付」をーホな 
木■商 S よぴ產產 wtt 制 
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♦♦スの巧巧み巧 

く考あしで、お付割引のホ法に王クて代 へられるので ある • 

巧記法と規格奧紙と S 曲別的改良、勘を場 Q 設立、部け別 S 比較 g を巧な どが S 巧に 
移された•ホくのル巧裏專業が受び地囊围は、が巧知識、 招を 知 雜戎は法かか敵に關す 
る專巧薄巧會を題」た•商業み藻がは商業從業負 g 巧業巧ち K つと《、小》巧^^お霉巧よ、 
ル資摹£ミ—か巧 S し、を G 2 と藍襄季るた《8別た指令をを」てゐろ 

中裏幫ホ巧の保護は、ナチ K 巧慧巧の特寶な面をなしてゐるが、度を物の配給がを 
の持巧もその例外ではない • j 九一二羣ホ巧二十九日の「ドイツ两世巧♦巧法」は、巧巧にを 
の裹 f 震 C 寡たよぴ巧霉巧と」 S 保」たが、两家食留 f 中、むとする囊 統制の 

巧巧は、ま柔におけるカルテル化を促進し、巧よをホ柄«格のお巧によつ て換类おなのを巧化 
を旧ると共ちを薑お S セ《 S 固た組樹的巧助を閱始」た Q である。 

一九一二0年 お巧および換类巧題に巧する 黨巧吿 にをいて、ドイツ 田 巧による主地所ちの確巧、 
裘に ドイツ養による、 をた ドイツ 两 巧のための盡磬に閒する巧巧が打ち街 てらっ、モ 
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の目的 « 現のセめの手巧としで、みのやぅな方巧があげられた， 

一、 を偏せるホ耍の是正 

二、 利子の則下げ 

兰、庶人おの賦辣および 巧 入が制による閔巧生產のが 謹 

四、 巧產物巧格のお巧をして巧巧的が巧よりあ橡サしめること 

五、 を業生を巧の诚少、み產計*をの他の度業政巧の苗接的を巧のなのな巧が合の結が巧 
一九 一二一二 年九ち十日、時のを巧であり、ナチス生巧のを業理論をたるヮルク T •グレはナナ 

ス良まな巧に巧し、ホのやぅな巧說を行つた- 

「巧巧なことは、まちがドィツ巧巧の巧巧によ0てしつかりと±地と結合し、その巧低にが 
して左まな巧銀を、换言すればをの生計を碟持するに必巧な冗巧な 用 格をか得することに わ 
る•を巧はその巧巧におして、常に彼の巧巧はをの民族並びに西ちのために身を捧げるにわ 
るのであつて巧して貨巧を儲ける純巧の招巧的なものではないことを銘妃しなければならな 
い•この目的の七に質のを業政巧が巧ホされかばならない•巧おおをを育由を 巧 的巧本を 巧 
ル資巧菜かよび巧巧け巧が 
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ナ♦ス〇商！！致策 

的お巧 化 巧に巧込まんとする人*、巧ひは巧年種*のが面から巧みられたごとく、農ま巧を 
をな*自由ま！！！が方巧に押しやらぅとする人*は、ドイツ農ち巧がの巧神を、從ク てまた P 
イツ田ちををやまるものでわる •« 柔巧面にわいでは、 S 巧か、 コンツェルン、トブスト、 
かンデヵート、同 美化を その他に巧しで裹巧生まわの分巧をょび加工についての巧巧巧の巧 
»をがて巧巧し得る巧合にのみ、農ホを產物に對する冗巧なる巧格、巧すすれば ft ホ 生產化 
と農業需巧あとの«格差を排除することが出來る 。 J 

.「ドイツ*巧の巧と共に H ひて」のたかでダンはホのやぅに西タタ a 曲枯の巧巧わしで 
ゐる • 

r 困巧食任 B 拓お巧に巧するが法律は、巧則的に、農巧におして正«た«み t おへる化 巧に 
をる巧お巧を巧へるものでわる •，！ 

面タタな gH は ドイツ 巧ち、巧巧を、農 i 同化を、農をわ 巧、加工 奠著 等ずぺ での農 
巧 R が巧門に巧は る全 西 巧を 加入を とするな法上の自治 柏で わる • H タタ a 围 巧は その巧1 巧 
としで巧來のペル — ン 中央主巧巧坦(その下にはみ巧ホのが おが f してゐた】をな阻. 
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巧かし、農巧的生巧に化巧してゐるすべての人*のが巧に任ぜしめた•巧一一巧は ドィツ*みを 
上位機扔とする度実を！！巧！！巧會 H 巧等た移をし、農巧、まち«巧を技術的化面から巧巧す 
る ことに度 0 た•巧一一奇としては農お巧同化をを苗が合會が夕かせしわられ、巧四巧には A 巧 
ををわの加工菜をわよぴ同巧菜をがが合せしめられた•巧一一一巧と巧四がは、ぞのをの巧度の巧 
巧にわいて、農業的ホ巧の保護にをず io ための巧らしい第ーニがに合併されたので ゎる- 
ナチスち巧巧がのををたよびホ巧操作の巧おはみのごとくでゎる • 

】、プ B ィ七ン 度 a 及 身 業省ま 巧 皮をヘルベルト.バツヶによればぅち 族 肚舍ホ 巧の 巧 ホお 
巧は、 農巧の A 巧に巧して、作がか畫を通しで卞ホ することを 巧雜的に新め てゐる•」 

二、 をを逊 W の巧制 ホは 生產 巧が のぶ 舞は、 « 巧の 引を 下げ力 至は 引を 上げに よク、て巧あさ 

れ ろ - 

一二、 « ホは一巧的には 左の 條件をち度して 巧ち される， 

ィ、生を資- 
a 、 加工みよぴお給 巧* 

ホ 賣亩乘 >よび 島 産 « 巧 個 
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の致策 

《、おホぞのな買力-今日の巧ち力の現化よりすれば、他のち巧階巧に夕少の<?巧を巧做 
し、がて巧没ぎのをが巧格をを巧し得る高さに止まらしめることが必おとされる • 

四、 巧格はホ巧の化が化の段階に巧クて、左のやぅな方法によつでをめられ、いづれにしで 
も、巧お常なを、ホ給巧作によつて生ずる自由巧格は揉除される • 

ィ、ホ 巧がなの完放せる分野——固を價格。 

»、巧拾化がなは不可能でわるか、または.せ目的的でないか巧——を巧巧がとして生をホ 
. 保護を、巧离«がとしてお«を保津を巧へる* 

《、化が化が進»しつ、 ある 分巧 1 巧巧巧格として、あ举となるべき尺巧を巧供ず る* 
おに品巧的差異のおしい生產わ力至巧が品と見化し得べきをを物の巧なにおを卞る， 

五、 例か的場合にのみ生產が巧が逆用される•たとへばが巧、ホップ、盾を栽巧のごときで 
をる。 

巧、かエをよび巧巧巧巧のなをが制は左のごとく巧はれる • 

ィ、大巧をによつて中小なをの負巧がかをせしわられることを磐けるため、巧ザ斯巧を巧 
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p 、 分配された巧巧量は讓なし得べをををがを的 w 値ではなく、括をのな巧から借り入れ 
•られ たが エ植 に過ぎない。 . 

ハ、巧が稱巧は、巧皆の現なかおを'氷久化するためのものではない•巧ち积巧巧巧が巧ら 
しい段巧を巧ホし、一をの生を物に封する需巧がちしく溃大 された 場厶 口には、 おをのあ 
設がが可される • 

セ、おお部門の巧をは、お可制巧の下に面かれる。たとへば巧斬ホはを巧販 K 董が巧ホされ、 
ま巧取を柔は一をの施設を必要とする•をれによ〇て特をのな柔巧口の過 M 人頁が贿ホさ 
れ、》巧ち巧的に必耍な程巧にがぜしめられる。 

八、ををを、加工美をおよびお給業を閒の供給巧巧は、必巧た卞ホを受ける•加エホ乃至は 
おお業が、生產物をもクともないところから買はぅとすることによつて起るホ巧の々巧は 
おりがかれねばをらない•供給ホ巧と加工、巧 巧 地巧とは合理的にお合せしわられ、宜乂 
わ巧巧の節めと、巧おの巧が化が巧らされた•たとへばな用牛況が巧！ S のかエ用ず乳化ホ 
ホ■巧業かよび ft ホ巧巧姻 



ナ♦スの gg 致策 

から 巧り寄せられ、化ホ、 逆に、 巧费巧«の巧巧で生產される牛 巧は、 規則正しい巧 巧を 
おちみ化いといんが巧は、是正されたのでわる • 

化、をををは、面巧«ホ的見巧からの必巧にをいて、一をの供給巧#を巧せられる •《 がの 
瑞合には、 r の供を義なは供給«と化り、それによつて生まわの適當れ巧をを巧求するこ 
とが巧ホる • 

十、黨巧農作化に對しでは、巧巧 g 没が巧せられる•そのことによつて、一年中巧をした« 
がで、ホ巧へ均等に出荷することが可おとたる • - 
ィ、公共の麻巧お巧の巧巧は、ドィツ巧巧を围がをふ•巧ち乳な品及び油瞄巧、巧が用、 
巧巧•衍巧•巧他！！產わ 局、 おおみび宗產わ 局 がをのをにわたる • 

口、其他、 f 業を、ち巧エ#化どもそのをををム《 

十一、巧制手段から生ずる巧をの補填のため、ホち田のを員は乎巧なをを巧分的に A « する • 
巧ち比巧的不巧た巧なのををにが巧するをは、巧巧れ巧おの«格中に巧をされたや衡巧金 
によ0て、耗巧巧を又は情格が正た通しで、ちがれ«がの分け前に與り»る•たとへば 
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生巧者 w かの巧い が 用 牛み の « が 中にはや 巧 R をがおをされ、か エ牛筑 のをを者は' この 
«をにょ0で、： R '巧に利«に巧ることことポ巧巧る•や 街 R をはまたホ # W 巧の ための巧 
巧 费にホ 巧せしめられ、 W 格ホ 巧の せを を遵けることが出巧る • 

ちのごと ♦» 奠を產かのなが化はにょク で、 巧をせる« 格、 巧をせる供給が、を產者と巧な 
#との巧をした生活に貢がずること、なるのでわる* 

ナチ K 巧案か巧のを本的た時み は、 おを的が面にをけるまをの宜お的巧拓が巧持されてねる 
巧面に、巧柔のを部門に«する田巧巧ホ的れ巧病と目おとは、常に巧おによクて與へられ、が 
がされてゐることでホる•巧巧巧巧の巧曲的自をとは、巧巧的自治ではをくして、いは r 「經 
g 的自治」とも稱すぺをものである•そのことはホ節にをいてなべる K あががにわ0ては、も 
つとも的に示されるところでわる， 


♦■ nifw ょぴ慶産♦統« 
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ナナスの巧巧み巧 

111、 巧入ち 品の 管巧が 巧 

一九一二 r * 年一二巧の「巧巧あぴ半«品の巧引に巧する法を」はドィツお巧の巧生巧お审 g ホの 
ための巧巧の巧題たる輸人物資の化巧的なが制のホ巧をなすものでわつた•お巧大おはホづ本 
法の巧か-じをいてホづ梅花、羊毛义ぴ非巧を馬に阴する管巧局を設置し、同年九ち二十の日ま 
でに十一な(巧おにおするを巧局が設置されセ • 

を理局の巧務は五巧五日に巧始されたが、それまでの時を巧間かおはこれらな 巧の A 入を 巧 
止しこの巧に巧內在巧おの調査を巧つた•巧おを巧局は全おお巧な巧入の 巧な ホを か巧し 加工 
柔に從事する一切のか癸衆あぴ一部巧入の在巧品がなを規をする權おをおへられたので ぁる* 
一尤一二四年九ちシャハトの「巧計ま」にしたがつて「巧品を巧所設立に阴ずる命令」か巧ホ 
され、二十五の巧おを巧巧が設立せられ、巧品を巧局を « ホが大した • i の後さらに ニクの巧 
おを巧所がお立され、現在左のやぅな二十セの巧おを巧がボホ在する • 
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巧巧農產巧が制巧 

一、 巧物•柄巧•その化藥をな 

二、 ま关をを杳生產わ 
一二、乳な品み巧陪 

四、 巧 
を巧巧 

五、 木が 

六、 巧な生巧み.かお•その他をおお 
セ、羊毛及其他巧毛 

八、 奪 

九、 規ホ及热巧 

十、 巧•人絹及人を羊毛 
十】、 ボ巧及同お似お 

み入な品の巧な巧« 


所在地 

ベルリン 
ベルリン 
•ヘルリン 
パルリン 


ベルリン 
ベルリン 
プレ1メン 
ペルリン 
ペルリン 
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ナナスの巧 g 致策 

十二、木あな維 
十一一一、费を屬 
十四、キを島 
十五、！一角 
十《、エ柔油肪巧拾 
寸セ、あぞ 

十八、ゴ A るアスペス 

十ホ、な巧 

二十、覆 

二十1、化學お 
二十二、ほザ 
二十一二、石巧ぶ» 

二十田、モ皮 


ペルリン 


ペルリ 

ペルリ 

ペルリ 

ペルリ 

ペルリ 


ペルリン 
ペルリン 


プレ1メン 
ペルリン 
ブイプナヒ 


，玄.わ.-;;ぶぶぐ 


JS 薛 


苗.‘.‘、蒙擧 
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二十あ、 巧 ベル！ A 
二十六、エ実を巧あ ペルリン 
二十セ、巧お - ペル，ン 
これらの巧巧管理巧は、•入が制のを面的巧大にかなして巧なされたものでわるが、ドィヴ 
巧が »巧の巧は、輸入が制が直ちに巧な南巧の苗巧にわけるおお•巧が•販資•满♦のを 
面的れ規制に精合せしめられてゐることでホる • 

巧おを巧巧は一方において巧おの里巧巧を巧杏すると同時に输入のを巧たれりまた«格な策 
の巧を«を持ち、巧巧の巧宇的を巧を作はする•この巧宇的せ巧によつて、かエ•巧々のがが、 
输巧の促等巧巧の巧制、完巧品の巧制を一切手中に化め、をを菜の巧貝が書を.常にホ了しで 
ねた•おか巧柔の活動は、これによクてち«的に两巧を柔及巧♦に違結せしめられ、ドィッな 
ホの】巧と化つた i がめおされたわけでわる • 

两巧巧 巧な 债 によクでを HI {產わの！ 6 W が 飼り、 輪入すべき冉巧巧の數量は正»にか量され、 
awfc 生ずること化しに現をの需要たホすぺ》正巧れ g 入を巧ふ t とが出巧る- 
•入商 A の音||總髓 
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ナナスの な巧み 策 

農を 物をドイツへ 供入せんとす る 巧 曲にとつて ま巧を 巧題は、 さを化が 入が苗巧にドイツを 
tt によつてな答されてゐるじと で わる•そのことはドイツへの 谅入巧 品の お* として 輪 おされ 
るドイツ 巧 品の まけ 巧しはお巧の確*さをがて を 巧されることをち味する • 

ま巧るホ.物のお入のを巧は、を耍な齒巧をホ物をもをおへを任することによつて、完全に遂 
巧される•官巧は屏巧生產ぎに對してもか困のが入柔ぞにおしても、巧巧杏によつて巧おをド 
イツホ巧へ巧るのホめに持ちホす«巧を巧へる。官巧はさらに證巧をに供給 M 格を巧妃し、旦 
クタ該巧おのドイツ西內における販資巧を指をする權おを有する。そのセめドイツの备地方に 
わけるお巧が巧を考なに入れ、且つを短おおのみ送をがて版資し得ることになるわけである。 

巧おを巧がはちに湿病生を品及ぴ堀刻徐入品をホ巧か，^とり去つて巧席し、これを平ち的に 
供給する任務にをる•この方法は巧拾の調節をよびほかのやち化のほかに、巧巧巧約が一時的 
におを物をの過|^輪入を來すお合にも、困內ホ巧の混化をおきちすことなしに、通巧巧約で责 
なををつた巧を巧を完全に果すことを巧おにする•お出巧品の生產不足の巧を も ミたおが巧巧 
の瑜巧忙よつて、巧なに完をな雜出夕わの 巧 巧がたされるのである • 
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巧黄巧 w 集曲みぴ两おを巧曲巧は、かくしでドィツ宫巧のを巧おにおずるみ定的わま配の下 
にその巧のをがされ、且ク自由巧ホ的れホ巧の巧巧から巧法されるのである* 

田、み價統制の進ち 

ドィヴに をけるみ W ががはプ5 ユ 1* ング巧曲巧時の「巧巧あがはの安を 並に 治巧維持に M 
する 巧 四 大統領々」あび « 格岳視ま員制 巧にはじまる •しかしをがの措置は巧巧な巧樣わがて 
日常必需品や 生活上必巧なおが巧爲におする器巧 至お另 雲的巧稀の巧を巧な かつセ •僅 
かに蔓记 ホの塞を巧へ るはかは、 を 《によるを 利巧稀 S に止つてわたのでわる • 

ナチスは音動的れ經巧循巧の巧晝をによる置き巧へから出巧した•巧巧の两家的が制お巧に 
わつては、ホ給庶がならぴにか柔巧の利巧迫ホの巧をとしての巧格现ホは巧そする.ガがこの 
やぅたが制爱の下にホつても、累が巧^{^巧の中巧的な謀が用を持つことはホガ巧おす 
るわけではない•ナナスはそのなホで、«格な巧を巧巧のお巧的用みとして巧®的に巧へよぅ 
A 俱統«の逢« 
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としたのでわる • 

ナチスの巧巧にわ0では、 w なな巧はプリ.1111ソグ巧曲の«格巧がちが度を多く出れかク 
た•一を云二年セ巧の 「 w 格を理をノ巧#並二«おを管一品スル法律」は、化ホお巧おにな巧 
されてゐた W 格お理ぞの權限を巧巧大屋並に度な大亩にみ扣巧をすることを巧ちした•そのな 
€值货勢のお巧と共に、物領巧がのな大お化が必巧とされるにまり、一九一一面年十一ち「領な 
巧巧を ノ 任命 ュ8| スル法律」によクで、】九一二五年セ 月 一 H までの柏な属の價 みぞ 理をを 
任$るじと、したが、同ーニ五年の十一育に11*5^管巧をたして巧巧た除くを商 お 及ぴサ ー ビ 
文にクいて、 w 格のかを、巧席にちらせること、した- 
w 格皆巧をの«巧 g 大と间時に、一九ゴ面年十一育の 「 lye 巧ま及必需お«格引上防止々」 
を W て、化を义は曲«による巧巧 M 格のみちを巧巧 g 巧とし^が巧れくしてこれを*手に不巧 
なやぅに菱更することを巧止したはか、不當化巧巧||^の解«がホじられた-】等度«おにク 
いでは w 格巧巧をによクて巧髙 W がが投けられ、巧巧情みのれい宜由巧巧にクいても最巧 
ががをされ、み巧の巧お刖 管 巧叉は*巧®^に W する命令として公ホされたのでわる • 



しかしながら c れら Q 望は前時代 Q を政策を f 出るも？はない•咨 *5 岳吏* 

巧的れ巧面は、領格を視巧、警夕》、ナチス黨巧拥のを規的巧のに侯ク巧が夕かクたのでわる • 
一九一云ハ年、巧二み四ヶ年巧畫のをまと共にお W 巧がは.一大冉回たなじち一九一云ハ年十月 
十八日の巧がの法律は四ヶ年が畫 S 巧をダ、リングに柔任したが、化 W 統制のを的巧據も* 
たこれに巧一することに化り同年十月二十九日「四ヶ年計畫ノ資巧-品スル法律」と」て「累 
おはをノ任ホ」が公巧され、お«が制は四ヶ年か畫の里巧れま巧のひとつとして巧な的れをが 
的が留をが巧されるに至クた • W 格おはをは巧银房給を除くを巧おの W 巧、サーピス巧をのが 
巧、巧を、藍せの權限を巧へられたが、四ヶ年が畫を任官の同をを巧てをの權限のを部をたは 
一部を他の機巧にを巧することががされ、巧方的なあお巧は州ち官にを任して、價がお巧巧を 
巧巧せしめ、«格をおはが知事(ベルリンではを規巧岳)にを任しで、巧格里視局を較けしめ 
ること、して、巧に输入巧品については、巧巧巧品を巧ががその價格ががた分♦ずることにな 
0セのでわる。 

一を二六年十一ち二十六日、 「 S 巧上ま止み々」ポ巧令され、全巧雲に T ビス科をの引 

物領»制のさ« 
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♦♦スのな*巧策 

上げが禁止され、巧度格のを面的ながお巧にホ手ずる巧一巧揉として、十月十セ日の g あがな 
がけされることになつた。 

ガが « が停止制巧はをの 巧 施につれて夕くの巧®につき巧つた •巧、 巧 ヶ年か巧の明示ずる 
ドィツお巧の確固たる目稼が、宿格問題の諸困おをが一的に解かし得る方向を巧へてね たこと 
に巧々は注目する必巧がわらぅ•たとへぱ两巧生を確保必お物資に關しては、不可避的な生を 
《の 巧 加に伴ふ W 格引上げは、その网 i 巧 的な必要の故に許 f れ、他方大ホ的大巧おおぉ 
にクいては思ひ切 0 た«格の引き下げ巧巧が實巧されたのでぁる•おおが制の完備、晒巧を 巧 
み資の正確なか量は、 巧 格な巧をして、必要な事態に卽應サしめ得るま巧れ巧據でぁ 0 た • 

一九一ニセ年十月の 「巧な 取引價み引下令」 は巧 止令に含まれた思おをさらに進展 させた •わ 
ら ゆる巧則 段階にちづて抱合販巧方法を 禁止し、困ちお巧 上 排除し 得る中閒国相の 介 ホを紫 止 
した•同じく、一九一ニセ年の 「巧巧 お « 格をを及ビ巧格勘誘 II 巧 スル 命令」 は 大衆煤男力の巧 
巧に R がせ しめられ、« かおが官は せに 官巧吿 巧にょつて特をち窝おにおし、垂なの協を領格 
や«格® 巧を 巧 止せしめることが巧來 たので ぁる •但しち误おの g 格引下げ 巧おは、* 格お 巧 





をが お權の巧動にょつてなし得る が、 原則としては棄界の 自治、 な力的な巧政に俟つことた示 
して方る • 

一九一二八年と巧「を力供給二對スルー板 S が巧令」、一を一充年看「ダス供お一おが雍 
巧さは CS 畜 K おけ— 格お戍 S 秩 f お满」ち&らゅ至器赛接審に腿がせ 

ィめられたが、一九一二八年「巧巧度兢が巧々」は、も 0 ともなお化された巧巧巧巧をなて地ぶ 

監視の化をを巧することを目巧とずるものであ 0 た • 

一九一二八年十一月、藥な格法制 h . 適畫困ルに留かれてゐゎ望とお的に巧し、 W 格お巧 

のホせが巧示された- ‘ 

一至一六年十一巧には經巧大臣のホ巧がお通巧にょ0てお價計巧制度のかホが巧巧され、空 
年十一 巧には そのため S 杞壽がかをされ、さらに一九一一充年一巧忆寫ヶ年が g を满ゲ、 
リンスフンク巧巧巧ヴグナ1巧格お巧をのるをがて巧 W か巧巧則が公布され巧巧面巧及 
びその下な里は、す•へでこの巧則にをいてが一的原赛算がを强制されたのでホる•こ& 
王ミーを二八年十一^の「 I 巧そお__おスル覆お巧ノ巧則」みヴ「夏ム雲 f がスル 

'物價巧《の逆层 / 


参 



お付ノ巧 《 計算巧«」は顯くを巧した巧態の 下に、 R 巧«濟並に巧な運*の統一的れ Iwffc 巧 
巧とするに 至0 た- 

ドィツか W 政巧の、化のひとつの困雞な»坦は稼入巧巧の«格ながでゎクた•か面よりの ♦ 
入品に W しでは、一九一二四年九巧せ一日の「か苗巧巧債格々」によクて«巧停止々からがかさ 
れ、を巧おを巧所は、担巧巧の巧をする二十お理巧の！ i 巧にクいて、か！！！巧場での一な的巧場 
«格に巧ち巧上の巧用及巧巧をかへた巧をなえね範面で、！■なをの申請により巧高债格た巧を 
し得る こと、 した- 

併しちの巧 合 A 入巧の巧巧が給にゎクては、か W 巧巧たまおしてね る ホ « がをのま、に » ホ 
されたためドィツ历巧の W あ機巧はおえずせみホ巧のまが下に動おを巧けわばならなかクた • 
一を一ーセ年セ巧「か困巧品巧がお巧令」はこの忌むべき不巧が態になを打クことにれ0たので 
ぁる •それによつてが後が入巧おは、か田の巧巧 « 格ではをく、 R 巧の仕入 « みに*巧巧濟 k . 
を正たる费用及ヴ巧巧 fc 加へたなをなえざるも0とし、围巧情格な構はホホ巧巧の不新の历ホ 
わら 麻巧される ことにれ 〇た， 






I 义云九 年、 巧二み R 州 大巧 勃を と共に、 晒 癸を入れ ずな 巧された 「巧 時な 巧々」 は、 巧爭 
* 巧に必巧な一切の巧置をかじたが、これによ0て巧がを巧をは巧の巧巧を晚爭によつておを 
居されたま旗に巧あせしめ、準則をなてそのを 高 巧巧及ぴ給おを巧をする權眼をを任され、同 
時に時閒か巧め、日が、休日あぴ巧閒巧のに封ずる巧おを禁止した•この巧對的なほ錫スト， 
プと共に咐« もまた 巧ホの巧格停止令の眼み巧に止めで 置く だけでなく、停止巧がが適正をか 
を、 ぶは お« が低下せしめられた巧をは度ちに引き下げられねぱならぬ ことにな つた • 

巧巧け爲またはお濟駐爭によるおを巧巧の危お、またはおをの平時作菜におするな貝のごと 
を、一板的な聪時危おにおする巧時差额 (f 附か】は、巧格計#では認められない•したが 
クて、巧巧巧島又は！：巧上の特別の巧ホのために生じた保お料、が產巧をにおするお別の目己 
巧お巧巧巧)などは、お怕計拼にがみ入れ得ない•駐時にわいては誰しも蒙るお巧が產 
とお替お巧巧害の危おた、巧巧巧のみが回駐することは許さるべきではないとのお則が巧おさ 
れたのでわる • 

R 時物度な巧の迅速且つな底的なを巧は、巧】ホ、巧二み四ヶ年計巧を通じて一巧した比な 

か價な制のを g 
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なまが 巧ち 巧の巧が到をすべき結論で わり、 なをされた目巧遂巧のため豫ぞされた乎おとれク 
たのでわる•そ0ことはかの我時切巧が給制巧の巧充過程にも特铁的に示されたところでわ0 

た • 

五、 巧 時 E た 管巧の巧ち 

】 を一充年八月二十セ日、 ポー ブンド か IR 1 始の巧 前、 ドイッは「两 巧を 巧必ホ巧 巧 巧 令」 
によつて、日常必需お資におする切符巧が制た—巧した、巧日「巧巧拘两おを 巧々」、 化ち巧 日 
「巧 時な 巧巧を々」 と、この お一巧阳は どの巧に、ドイッ 巧爭巧巧のぶ本 的れ 巧備 はををに 巧 
了したと見化して よい， 

八ちミ十日に巧あされた巧巧！！巧食！！は、ドイヴ巧時 g 濟の巧商！として、ダーリングホ 
押を！！ちとし、«巧代理ヘス、巧攻を«をフリック、巧巧を植をフンク、巧閣#於を巧ブンタル 
ス、面防軍！！讶々官々イナルによ0で化なされ、 R 時經巧に巧するを面的た巧#ホ々を巧ひ、そ 



のか令は巧をと同等の巧力 t 巧する•八ち二十セ日にはを苗師 I 一を R ごとに巧 度»ホ 應がおか 
れ、まわ 最§ 巧會議の巧方 魚 S たる面防を貝が師 H 巧 B ごとにな在し、巧お力して R 時 巧ホ 
蓮 »の地方的局面をみ巧する•を 度历 がには 度巧應 が、林お 拥 なには山林木が B が段®された • 
九ち四日の 「巧 時な 巧 巧を令」は巧】に晚爭にち香なる巧巧、第二に 巧 時巧巧、衝一二に巧時 
巧夕、巧四に R 時 W 格を規をする•これにょつて、 巧 時に必巧れ巧金の拥法、巧ち力の抑制、 
み ffs 责の阻止におする】お的なお巧が巧立され、わ資纪おの曲滑わを巧のためのが巧保件が 
IWS されたわけでわる • 

九ち二十二日には巧巧を貝の强巧巧 S として困巧をずをが設置され、なは特をの師 B ぞ拓に 
は西 3 SIIK 巧官が语かれ、苗巧を員を補佐することにたつた¬ 
を後に十一月中巧から年末に旦 つて巧はれたドィッ 晚時ち巧の全面的修正の 機食に、 巧髙© 
時»巧食！！が鼓潭され、最巧围防食薄のを治的巧事的措潭にがして、じれは巧巧が巧を巧ホす 
るための巧を中植巧巧として、ダーリングが筑ちに巧巧しセ。この ♦!! は巧巧みぴ巧ををむち 
をた巧巧するが巧巧大臣をを走ない おに、 注目すぺき靖巧をなしてわる•これ(巧泣と巧時に 
載巧 KA 普 
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ナチスのな巧技巧 

を巧巧 西 祝の指導者任命«は度され、銀な、石ま、育巧単、工作 巧械 巧のな門の半白が的巧巧 
は巧おを巧によつて代垣され、 巧 時巧巧措垣の巧底的たを巧のセめのみ巧權がなおの乎に巧さ 
れたのである • 

これらの I お的な 株 巧 あび 勒巧のを巧をザをとして、八さ一十セ日の「巧 巧 化 W 奉を巧令」 
は、ちを ののを面的をを 巧、 巧巧、が制の基本的が項を をめ、を化 巧の 閔 おを巧のを前のトーに、 
自ま生產をの巧々におしても巧をなが制を 巧 ふこと、し、同日公布された「生活必搞な滿保令」 
と相俟つて、 困 巧日常物をの嚴格な管理方式が かを されたが、一九巧〇年一月中巧には ルタ 巧 
巧法の强化によ0て 春 細お替の巧止と共に卸 巧 巧の免お制を布を、おお巧門のおかのた： C のお 
巧が樹なされた • 

かくて周知のごとを生活必巧品の切巧制がをがと且つもつともみあ的に巧施されるための一 
巧 的れ耍件がホされたのであるが、巧々はいま、お錄巧に 巧 巧】ヶ年のドィッお巧の物巧が給 
巧巧の推をを迪つてみよぅと思ふ。 

一九一一一九年八巧二十巧日の同盟ベルリン雪 供は、 「なのがのち 巧が P として、 两 巧ががが« 


の巧巧をみのごとくなへてわる- 
A 西巧がが 

一且お念の巧はを省は夫々大本替巧の一却局としてをのごとき庶滿となる • 

一、お巧夕謀本部は、网巧巧軍染經巧 部、 四ケ年か巧度、經巧巧を巧つて一かとしで巧ちに 
巧巧される•(これが前述「を髙國巧を譲」でをる。】 

一、を巧巧狸は星巧ゼ が、 巧爭勃發的後巧あ的速かにを面的巧が下に垣 さ、 例へ ぱレストブ 
ソを巧ホを堂としで、を巧のお給を固る等の方針で ある。 而してを局は、巧巧を巧でーニケ 
年巧はホみであると宜化しでねる • 

一、伴給巧銀等の合理化を筋巧し、ま巧キ當のごときは、夕をを俸給巧に化正ずる • 

一、宜化巧团も漸ホ軍毒巧局の手にをりつ、 あり、 ブデォは旣にベルリンのドィチ A ブンド 
巧送局からのが一巧送となつた。 

一、巧を絕持のためには突 S な、 親衛塚の古多がな々巧巧替蒙旨に巧命されつ、わる， 

一、巧時にわける婦人の却ち通かも巧に巧せられ始めた。 

戰.巧 拓洽 《理の gM 



ナ♦ス 0» 麵度策 

ドィツ巧おは八月二十六日み種日用必需おの切符獻買制巧を發々するにみをし、巧二十セ 日 
「离巧を巧必 II お巧保令」にょつてバン及パンな、馬蔓、み油及み巧 お、ミルク、 乳 巧 お 及 
油脂、砂巧及マ ー マレ ー ド、巧宜巧、巧お麥、 n I ヒーちくはコ I ヒー 代用 お、 お. ココア、 
お敵、ま庭用お巧、巧なおお、化巧の十四 お 種がお费がが 巧 目として巧を され、同日のホーみ 
施巧々にょつて、切符制が 度 痛されたものは、巧巧、 ミルク、 おが お、 油崎、砂巧、. マ ー マ k 
1 ド、巧剌を、 コ ーヒー、巧代用お、巧であり、ホの ごとを 轨なせが指を された •. 


A 】入をりお受を 

巧巧(巧おを含む) 巧セ 00 を 

ミルク 曰？一玄 

兒巧な•油牌 日 六0瓦 

ゆ® ホニ八〇置 
マ I マレ ー ド(但しかが五十五瓦をけ 用すること•を 巧】 逊 一 j 0 瓦 
巧がを、さピぺい、その化 常をお 巧一五 0 を 
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0 ご二直¬ 
通 二〇ぶ 

ル兒あぴ S 巧®をにはホのごとき迫加量が巧別酷おとして巧へられる。 

巧巧な下の小兒一日牛か0•直リ，トル、巧クて合か】日0•セリ，トル•巧巧巧が所の 
承認を巧す • 

が擦及ぴれ兒を巧ずる巧巧一日牛か 0.111 リ，トル、從クて一日合巧 9 五り，トル •巧 
該巧巧がのホ認を巧す • 

直巧曲を及ぴ巧ま夕衝お牛乳が品、油走たは瞄肋一日冗〇グブ A、 巧巧一通四九〇グヴ 
A、 巧ってをがお1、1ホ〇グブ A •巧巧衝ザ义がを巧巧《をの認をが特別法規にょりせ 
示される， 

八ち二十セ日の巧ーホが巧々の 巧網は ホのごとくでわクセ • 

一、食巧お、石 W、. 巧お用石巧に巧して は、 二十阳時閒か巧に酷給カードとしで、の巧閒巧 

«巧拓か《巧の S 展 


a 1 1 1 • 

巧 

A 巧即苗おの巧を 





♦ ♦ K の巧！！致策 

限の話巧杳を巧付する •• 

一、が猪及び皮を製品に對しては、を可申請をに巧して適を配給カードをま給する • 

一、巧理店あぴををにおしては、特則におおカードをま給する•但しがをのザ事はが來通り 
自由と する • 

一、ルタ店に對しては配給巧髙ちたお巧する。 

备人はを 巧 おに對してカードー枚宛しかま給されないが、巧なちくはを巧ち まが‘ 關が馬ザで、 
巧ょり をな品の配給を受ける者は、 カー ドのま給を受けない•おおカ ードはこれを 謀がずるこ 
とを得ず、巧おおをの居住地巧巧のを錄店鋪でのみ巧巧に使用し得る、カード制はドィツ人の 
みならず、 せ巧か 因 人义ぴユダヤ人にも適用される•な上のごとき巧巧が制の結果、ドィツ 西 
巧の ホテル、 レストヲント 協を ではを田の同業を におしで、 »立の巧更指令を窗し、料理店は 
皿が 十な上は が 可されないことにな 0セ。 

八月二十セ日から九月十日に至る「屋產物を理令」巧び一聯の施巧令にょって、州度料0、 
度巧巧中義 合、 巧まが巧の手で、を苗の農產みのが巧宙は两おに sta され、農お業巧大芭 



はを巧をを物の插巧をおをして、配給權を、自を生產をに勒する規正を巧ふことにたつた • 

«ンドン•ユコノミスト誌は、がのごとをぶ巧おの第一み巧をまに拥し、一ち二を—一二八年 
度の巧巧宙巧に比して、腊肪類は八五•一二％、ミルク巧セ•五死、肉な八八ろ％、 巧 おご二ろ 
%、 nt ヒー•同れ用品セ四•四％と見てゐる•これに 0 いてはドイッ巧ほ 巧 巧の巧 局 ザ育み 
もみのやぅに述べでねる， 

r 今日この割を制の時代にぁつでは、從ホ巧巧してゐセみをょりも少い巧な、々いバターの 
お給を受けてたる者は夕い•「ホい」といつてもを部ではない•まセ今日ではを巧なのみ巧に 
おいては、何人も巧ホ權を持つことは許されない•故に從來ず巧な上に巧巧してゐたをの】 
日みを、を同胞例かなしに同一の巧おを受け得るやぅながおに變へられたのでぁる M 
をして1 

「ドイツの 巧！！ T 戰時」巧ををは I これは せひは つきり させて垣かねば ならねこと だが—— 
たとへぱ裕楠なスエーデン、 フインブンド、 ル1 マ ニ ャ、 イタリー等にをける「や時」の】 
人み ずちおかを ょりもな は 多い ので わる M (ドイッぶ 巧 局フリ，ッ•ぺ 1 T ) 

R 巧冊が巧巧の巧 K 
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ナ の nnf 政巧 

ドイツの「抵時」巧巧が«量が、 r イツの「平時」やみ巧な量よりは少く (でもパンと巧货 g 
は例かで、《官だとドイツ巧局はいつてゐる)化西の「やが」やち巧巧をより夕いといんこの 
意見はいかにもホれ、ドイツがホ巧した確固セる巧おがなこをは、 ロンドン • Hn / ミストな 
をして、巧ひ半巧のをに「巧岡もドイツ同巧に巧格おつ巧巧に化なサわぱならね」と巧巧せし 
めたところのもので あつた •巧受のホ巧にわける 切 のちなな*施のためには、配給が口の 
を化が力至は巧巧の巧を は、 あらゆる技巧的措置を超越し で、 本巧的な巧稱を持つことがホな 
されねばならないのでわる•巧に極めで困おなお难物のお給が制をををに遂巧し得たことは、 
まさし < ドイヴの「化機」の勝利であつたといへよぅ* 

度巧おなかの巧巧に 0 いては、が記のごとく、ちお、家庭用石巧、巧お巧品、巧ホが品が麻 
ち 券制 巧の下に置かれ、.巧二をについては、 差しをり個々 の申巧になじて麻貫ザが ま 給される 
C と、たつてねた。 

ホのぅち石齡に〇いては、九月二十一二日のか々によつて、同二十五日から丰格的な切巧がが 
ホかれることにたクた•巧人巧巧に巧するお齡券、巧人、居師等のためのおかお41券、圈相！！ 
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巧に おする 31 巧話券が發巧された•ま庭用石巧は 化ち 二十を日が降巧ち券制巧は巧化されセ 
が、を巧の需お两がが巧巧で あり、 一を巧巧の入用を一時に巧人し得ること及ぴお巧がお巧满 
がが來から確立されてねたことによるものとちへられてねる•皮を巧品におしては 、十一ち 十 
四日「生活必おエ案巧な巧巧が制令」が適用されたが、*巧上は巧ホ通り巧ちホが巧が«なさ 
れてゐ る • 

巧趣は巧巧が巧であクた • 

十一月十四日の「生活必需エ柔装品が制令」及ぴ「巧搏装品巧巧統制令」 は、 巧ホの居化が 
による 麻ち券ま給制巧を巧しで、特巧な切 i の採用をみ定した•新たに 二、 一二なをでの巧兒 
'用、一二—十四巧の男女备兒お用、十四巧が上の巧子用及ぴ女子用の五巧の被服勞が巧 巧され、 
を々の巧服おには百枚(幼兒用はセ十化)のまみ を、 をよぴ P 1 マ巧ををおしセ十の化の特刖 
まみ券が附 W してね る•さらに 巧則の品巧に 限り、 巧來の麻頁ホ制巧が併用され る ことになク 

ち 

巧がおおはそれぞれの品目についておががをめられ 、巧 巧をは所巧がおのお巧だけのを分# 

«巧历がな巧の RM 


が一. 




. ナ♦スの宙爱巧巧 

を巧出しで、巧意の巧巧で巧入することが巧ホる•特別まみをはお殊の目的に用 ひるためでわ 
り、 をの都を公示されるが、巧初に適用されたものは栽絳が料であった •かを、 シ ー ッ、巧お 
お、作業服及ぴ放棄照については從來のが可制に よる 臟買券が用 ひられた •かくして 巧 巧 ザ i 
一年巧巧巧に達するお困でぶ本的を巧馈製おを自己の必巧に慮じて理巧麟 入することが化來る 
わけでをる•製品別點おは在のごとくをめられセ。(を一か力至 一を、まは一を】 


A 巧年ち子用 

ハンカチ1フ 

ち靴下 
半靴下 
手を 

シヨ1ル 
ジヤケツ 
ちパンツ 


二 

八 

五 

セ 

セ 

一二0 

110 


A 黯人用 

《ンヵチーフ 

靴 下 
手を 

シヨール 
ニツカ I 

アンダ I スリップ 
ペチ n 1卜 


四 

五 
五 

ニハ 
二五 
一五 
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シヤブ 
カブ t 
パジャマ 

上お 
ズボン 
チョッキ 
ネクタイ 

レインコ- 


二 0 
ミ 

一二0 
巧〇 
二〇 
八 
一二 
五0 


毛 n ンピネ1シ3ソ 
毛シユミ1ズ 

エプロン 
パジャマ 
ナィトジヤケッ 
サスペンダーペルト 
毛お婦人服. 

コルセット 

K 力1卜 
コスチュ1ム 
レイン n 1卜 

絹が人な毛化かを 


二0 
10 
八 
二五 
一二 
巧 
巧〇 
一瓦 
二0 
異 

一二冗 
一二を 


巧な巧品がその巧巧の巧念を、規則制、巧力を、何別をにおいて日用が巧品巧と巧るために 

n 時の9お 
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ナ♦スの巧巧み缩 


右のやぅた切豁が案出されホのでわる， 

九^一室日切符制巧はパ i 適用される C — り、•ハク，は 一—制—ち* 
ホこれまで；卜 ， f i 制 ii つたた《、勇；トラ f 

^プル if If — ぅな if ち十月音からは 

にも巧力，ドを渡—とになつちコ，ヒ，店ガけが富な—をなけてゐち—-及び 
薑は午を一一一時から《時まで巧巧の巧資を巧止されそ • 

襄や巧 I ?どはち度度入し得る ため、 香、《巧巧に巧つ i 力が輩 
行った， 

著二十音を a igi 曼まご二量グご、璧曼；寡二 

巧五十クミ、ジ I 百グ：となり、】努睾二な i をみ た•但し巧霎の 
巧ち養巧は I をの 特權が 留保された • ： 

著十六日巧の蔓にょれば、—霎る某豪《を£別は、エ巧0者にょってな度 
されエ達サをが隻する•特巧な巧望巧の巧霎は、がおの特器授はか—に牛み 


ホによつでをかがまおされる •この 巧をちエ巧を巧をがその巧をたみをずるが、 九ち二十日の 
巧の大芭のホ巧が巧巧するところによれば、巧な工場は次のごと<である' 

《王め畑、巧 末 ( a ) 水巧み水お 化を わ (3) 巧マンガン巧《4)ベンゾ I ル其巧 巧物 
(5) ベンゾールのを巧及アミド 化を み (6) ィタルプ V ンネン (7) を料吹付 (8) 巧 
集巧る巧 化 巧ま (9) ミ巧生巧襄受巧放#佳 元 索 < u ) 汽巧水* ンク 、化 
を巧巧«を《巧)巧る 满化ム ロみ、化索みび化堯 化を 物、ゼーレン及ゼーレン 化を 物、水な 
ホスゲン、 -1 卜 p グリセリンなどの化擧エお巧のを 
なは巧巧わる巧合には巧おの工場酱の意見による* 

巧おおの特別御をは、工場勞のをのみならず、蚕巧のを及巧里巧衡巧としでの喊入及ぴモエ 
美をホにそれに試をする碌人にも巧へられることは注目を巧する • 

かくしで切！^巧は昨年末までに、巧ち gggf 後ー ニケち おの問に確固たる方ぶ を 巧な した •そ 
のをにわける切篇巧の巧題は、巧み的修をの問巧に迪ダない•而も多 < の巧合には、より ■ 
窗な巧费に巧つての後正でわ0た C とは興巧わる C とでわる* 

«巧 R 齡《理の8扇 
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4 s ♦スのな震致巧 

畫各二十言、巧找品 S 切符制は譚證たるーヶ年 C お過をおセス 十ヶ 巧にして切 

符の更おが巧はれることにな り、暑一日から 全國巧に巧切符の ま給が 巧 はれた •巧切巧は 從 
ホの百なを百季巧に活やし、病巧に大賠 Q 蔓直引至げを 巧つたのみれらス舊品のが 
おみび困巧巧巧的巧巧をホみにがホして、を巧的な調を を 巧はぅとしてゐる•助ち人巧巧巧が 
巧のため、巧巧】夕 I トル八巧の入巧布巧を四巧に則き下げると同時に、毛織物に ついては、 
ーメートル十一巧を十々巧に引をトーげて、活费の均巧に巧、むのがをみせてゐる • 

晚爭の震 C 巧； i 、 汚巧生活が夕ろ按巧されてゆく c と、4セ困兵巧的 霞が沒がに啟り 
込まれてゐることは、ドイツ駐時おお制の特咨的たせ格である • 

巧爭 I •巧にをいては、さをにみたやぅに、化底的な巧费の切りつめが巧はれ、日用な がかの 
ものについても、尤月十一二日にはゴ A •タイヤがをな沒をされ、ガツリンの個人使用 も 巧 止さ 
れセ•ル巧の傳へるところにょれば、鬟巧巧にゎけるドイツの物資满給化おは ホの ごとくで 
ゎつた¬ 
て) 莫ぉ巧時(切巧制巧にょミ、 平時の八十 一系謎の巧爱そか推持され る • 
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( 2 ) これをお目別にちちすれぱ、パンの巧巧となる小麥、ブィをなどは、や時の巧の 力が 

お待される吸々百巧に巧涅され、おを} m 、 巧巧も同巧に百％、み®は六十％の持久が巧巧 
とされる， 

(至、をな用な巧たる玉奇 IT 豆が、襄たどは、巧米、謗方面からの♦入が 杜巧サるた 
め、ブ蹄及ぴル1マ_|アから S 給を 計«したが、霞关に大 をる《出お 力は巧 待し得を 
い•じの抵は對ホ裏巧ミ馨 Q 程巧忆依享る. 

( i 巧巧は巧ふ半年位八十％程巧の供お可ち 

( 5 ) バクー、チーズはを分八十％ • 

( 6 ) み巧は化おのみ獲が槐 がされるおり八十％ • 

( 7 ) 巧油、巧物油、細が、おはが乏- 
<8)クパ n は五十五％。 

( 9 ) 巧は大巧自給可が • 

( W ) ゴ A 、 51^、 巧巧巧は巧めで不白由ガが、巧分は巧ホのち巧と代巧なとをがでホ巧す 

戰巧曲かな理の {KM 
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♦♦スの 巧業み度 
る。 

巧按品切符制が施なされた昨年末頃は、巧が切りつめの底泣をなしでゐた•をれまで供給が 
巧をしてねたま庭用石巧も、十一月中頃には巧乏が目立ちはじめ、窒內拔巧は困巧にわり、度 
呂は一逊二回、±巧と日ほだけしか巧ないことになつた* 

化»おょびフブン r ル載線の戍巧的展開は、 r イツの巧受生巧にホ巧を巧へた* 

巧巧あびバター巧はデンマーク、オブンダから a をに持ち这をれ、ノルウ H 1 のみ巧がベル 
タン巧場に運ばれ、垣おも自由に手に入るやろにれクた•ちを的な极果のが大が巧ち にもつと 
もな果的れおで巧巧な巧のなをに結びつけられで巧くこと•そこにドイツ結がが巧に r 耿時巧 
巧」前ち自西のま巧と生をカザけに一切の某巧を置いて巧爭を巧试しょぅとする巧いお爭のお 
まを悅して、巧爭と巧巧とがをく一元化され、巧巧の巧大が巧ち にお 巧建投と結合し、两巧な 
巧の梓が巧大されてゆく r 駐爭巧 P 、 いは ジ r 巧 i 巧」 の巧制に入つ たこと がか度に示され 
たのでわる* 

ドイツにホつでは「巧がち P は巧にボーブンド作おの閉おと共にが了し、「おを巧巧」が巧 
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巧な計畫にょつ.でを巧されょぅとしでゐたのである • 

囊的な職累满スそれに併行ずる巧な爱計满の迅巧な進巧•それは おすの駐はざる巧 
おとをつて t 忆波季る•東南§两特にル1マ；が基作駐巧後から盞章イツに按 
巧して巧つたま情は C Q 閒 S 息を物語るも Q である • 

巧々はドイツ G おお組投が、一切 C 巧治的考巧と蠢(規制を？ としてのみ、巧おすべた 
巧果を得たおを热あして^する必巧がある • 

一九 SIO 年一月四日、ドイツ巧巧は雜誌 r 四ヶ年計巧」を通じを商田巧み 《なち ゲ 1リング 
元帥に封して、まる十音載時經巧が制のを f 委任しを旨をはじめてをおしセ •前配のを 巧 
巧時括巧含議の設置がそれであり、雪ち代理にはヶルナ 1 ホ官が任命されダ 1 リング 元帥の 
巧？け巧ナる•响を8員をは四ヶ年計を省、を業省、雲ち巧通が等のをお次をホにな 
みお巧雪®司令部、南防巧巧局ち及ぴ黨代表をなて巧巧される•フンクお巧巧は今後巧* 
愛ぴ困墓行 S 所を事項についてのみ戚時爱襄並忆戰時金巧の衝に fc と忆 なつち 
ホの南表は n ンドン巧巧に大きな巧•を巧ん巧•イギリス側はこれをなて、ヒトブーにホぐ 
戦時配が巧の RR 
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ナ♦スの 巧巧及巧 

巧 望を巧するダ ー リング元帥自らじの大巧を買クて巧たことは、 ちかの おが轉のためドイツ 巧 
巧が巧大わ打擊を巧りク、あることを示すもので、をの任命はダーリング元帥の巧望を利用し 
て、苗ち特にを本を方面に惡巧を巧く 巧れ のわるな底的な巧時お巧を巧なんとするにあると得 
なのを傳的巧測を流巧したが、去と拥廚してタイ A ス巧もまたち佛の巧 P なが、いかにドイ 
ヴたながせしめつ、わるかを左のごとくをベて、反擊的宜化に大おとなつた。 

r ホ苗の舉をの巧巧によれぱ、 r イツのを時の麟入の四稱五分はち巧のお鈎によクておがせ 
られ、又みおについても、茜は本年一巧一日より巧巧を巧を一巧賠をに励むしつ、わる • 
一方ドイツのバルカン巧西との質るもグ n tl 1ブ河の氷掠によつで後巧ヶ巧閒はもつとち困 
巧となるぺ<、ドイツは物資の補給をブ聯に仰がんとしてわるが、ホ送のす巧をソ聯巧みが 
對芬联爭のたわ自由生產品の话どをがをお巧とし0、わる現がに巧み、これまた巧る困巧な 
るを免れたい M 

が も 一を一充年十二巧十五 日、 ドイツ 巧 巧はを 巧を なて 巧 時スイスに 巧 在中の iWI 王チイヴ 
* ンのな 產を W 苗人巧を 巧*令に よりプロシア州に 巧 かする 肯をを表し、】を二三一年 ナナス 
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を植巧巧と 同時に巧髙お巧を沒評薄 員にを命され、 ヒトヴ ー の巧巧を巧のち力なま持をとして 
みられてゐたテイツ 七ソに 巧す るか、る 巧 乎た る お置は、 まさにち 巧 ホ ホの 再夕ぞ 巧と を 巧力 
の お 巧 的な 位をなすものとして注目をおいた， 

最 i 時なホみ巧のなを的且つ一元的た巧制化巧の完巧じそ、イザリスかの巧巧に もみらず、 
ドイツな巧がいかにな巧に化な化されセかを示す巧窝でぁり、切符配お制のごとさは辛ろ巧巧 
の末巧にわけるホが的仕上げにはかならず、巧が巧に實施されつ、ゎクたが書的たわか妍々が 
巧巧ぴ駐巧開始と共に*施された巧間み巧巧曲おにおする物資を巧上の席巧ホ令等* に、 ナチ 
スお給が制を巧のを本的な骨骼が ある ことが、巧わて强期されわ ばなら ないので わる•わら ゆ 
るェ柔おおるぴ半が品に巧する移しい切によクてのみ、 辛うじて 物をの化れを 規正 せんと 
した巧がなおが制を顧るとき、巧がの末巧た迫ひかけるを末ま巧的ががのあをきを巧たいので 
わる • 


flArn み巧理の SM 

■ 
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對外商業と廣域經濟 








I 、 おか巧巢のを本構造 

ナチ ’ K 巧護、， S を S 舊ろ； JS 囊 e 囊 S 溝を^!^」5£ぱをらなかつ 

た•ホに貫を面の巧しい衰あは、ドィツ襄巧構の窒產をすら西？するが態にあつた•巧 
みに前大哦後質累養谢忆達しを一九二畫を一8として、ナ手ス n 慕巧？至るょご 
のドィツ貿岛額の囊をみれぱ左？ とく、 恐るべき蠢を示してゐるのである 
マルク、 括孤巧％】 


巧 巧な 
一二、四八一云100.2 
二、〇一云ハス九•三一】 
九、 冗尤义(セー三) 
五、 ま一丸(网 I 三ハ) 
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ナ ♦* の n 巧度巧 

一を号一- 巧110巧(一二三一)- 阿べセー (ー ニクー) 

一九 一ニニ 年のせ巧戒懦とか資の忿巧な則き热げ 、爾後の か巧流入の杜あは、ドイツを巧に致 
命的な打！！を巧へた•加ふるに二百五十億から一二巧搪マルクに連するおか預金が、が大破のが 
巧として沒化されドイツが「か梦に賴るべき手段をホはれてゐたま 巧は、 さらに困おを加巧し 
たのである •卽ち ヲイヒス バンクの金保有商は一九一ニニ年末の•八巧ムハ百巧マルクから一九一二一二 
年ホには一二が八千巧マルクに巧巧してゐ る。 贸る巧のあ對の巧少は一方で阳巧巧莱の破滅のな 
巧巧を巧め、他ホではドイツが必巧とするを巧お、エ柔用おが巧のが入をおしく困おとしたの 

でぁった.. ‘ 

ナチスのな境 巧 担後巧ちに满手され セ、 あ在的れ巧ホの進巧は、が入资がの龙大なお巧 
を喚ぴがし、旦つ貿みが制の不脯に乗じたをおみ入をがみせしめ、一九】二三一年から一九一二の年 
にかけて、ドイツ 巧る は ホの ごとく 巧お巧のお少のま、人超に巧じたのである • 


九 

1 

年 

ホ 

1 

巧 
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セ 

—百 
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巧 
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二百 
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マ 
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1 

f 


—70 


i 面年- 四、一六六 - 四、 四 お 一 
另れる範团で買は5」 とい ムシ卞 < 卜望(@全貿05襄と、强大*^|||3|ぉょぴを速なホ產 
力伸張へのナチ K 的 巧ホとの 巧巧が この時忆はじまつセ•巧巧と 自国の盡 力におする確な な 
しに径を夏巧巧を131する c とは 羅でゎり、 而も ml と 薑盡力 K 對卞&褐なに到 速す 

るためには、ホらゆる手段をつくしても必耍な資がを購入せねばならぬ •ナチスはこの 二つの 
條件の閒 S 周せ ざ S を 得 まつた」、ミ S では シこ卜 望 (巧力を ま セ雲的な巧が 
を もち、その 故にナチス財お 巧巧の 重巧な地位に立ち得た ので あつたが、一を一充年一ちナ 
チ K 生た がき S ンク巧爱巧がシャハト 望の 椅子をまけついガ ことは、 旣に ドィッの 器 
が？し、シャ《卜 Q 金 W ぶ 術を的手腕§たざるを爱かつセ巧霉爱から完をれ擊ち 
《への 巧入巧備 がを つたことを意 ホす るも Q であつた g である* 

ドィッ巧巧の巧時的か態への巧入调 おをヴァルガはその「せ 巧な巧巧悅巧」 にホのごとく • 
いてわる。 

「一を一号年の中巧から一九一二五年のを末まで、エおを產 名大が巧いち ——大さなが供 
おか巧業の巧本構を 
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ナナスの巧業を巧 

をあしセものは、人な策、おとして巧巧のをが力至は隱おされセるち大であつた•巧幾、巧 
续、セタント、自巧巧巧々の巧の接備および两巧の强化のために必巧なを巧のを巧はおに曲 
ホな巧大を示した。——生を過程に一二、四百巧のそ業をがおき入れられた。 

ガが特巧のをお局面にわける工業生產商の巧かは、原料の不巧に巧ちにおき巧つてしまつ 
た、1ドイツの巧る差おは著しい入ちをなし——ライヒスバンクのをが说もが液してしま 
クち 

か、る巧條件下にたい て、 ドイツエ柔の巧巧&入は著しくす可能になつた • W おの中央が 
制巧關による巧巧せ巧の巧入およびみおのが制の必巧がをじた•またこれに關騎して、田を 
なお巧のををみおの巧家的が制、巧用品の利用、——へのを行が必舉とな0た • 

ドイツのをお巧は巧時お巧の性質を巧ぴて來た。 

載を巧脯はお巧循環の巧展のかを的巧因となる 
ナチスの巧みが巧は、おが巧おライヒスバンクが栽シャハト巧古の技巧的た巧お巧にはじま 
る， 
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I 九 111111 年セ巧一日、シヤ《卜は、中巧およぴち期のホ國公ほの補み的 トランスファ ー •モ 
ラトリ アムを 巧 巧した•卽ち ル 國八ム巧の分劑巧理はきはめて少おの例かを除いては これを 巧化 
し、 利子および巧當額のぅち五0%をか巧爲を、巧錦はドイツか罔公巧がかお贿說お (スクリ 
，プス)をなてま拂ふこと、した•ドイツ商品の輸入をは、をのセ0%をスクリップスを がて 
支拂ふことが巧來、ドイツのおお業をは、お出代金に结してま拂はれたこの說券を巧巧を成に 
持 多し で、 ブイヒスマルクを受けとることができセのである • 

このやぅな方法は、ち巧證券マルク、巧錄マルクなどのお续マルクの設巧によつで供大さ 
れ、か 巧巧灌をはな巧にドイツ商品を 巧 入するか、まは迫加的に巧 おを買入れるか满が入巧當 
にこれをゾ巧するかによつて、或程巧の 试 巧をなして 、化 等の街權をトヲンスファー ずる 巧 巧 
巧が巧へられた•しかしながら右の措潭は對か巧務のまがひにおする金およぴホ风 G 巧の巧 W 
を 節約す る ことに貢がしたとはいへ、お局团ルに おける ドイツホ貨巧舞の巧れ進をが阳なの巧 
格形がのために利用するに止まり、ドイツ商品のお出がか闽巧場におけるおらしい雕巧力をド 
イツに附加することには巧接に巧立つものではない•巧ち一九一二一二年のセ巧から十一巧までの 
巧か巧なのな丰梅を 
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♦♦スの巧巧致巧 

五ケ巧聞におけるか困巧るの巧おま高云巧二千セ巧巧マルクのぅち、か巧貧をでまがはれセ巧 
は I 億二千セ百巧マルク、ゴー九％に過ダず、化の大巧分は スクリ，プス 、ドル货公依をよぴお 
街マルクでま拂はれてゐるのである。 

かくてドイツにあつては、な接にみ入をよび货巧の巧制が考あされわぱならなつを•一乂 一一 一 
一二年义巧の「ドイツなおみ化巧黃法」はドイツ巧なのみ入に制限を加へつ、ある諸用から 、 r 
イツに な 入される巧品におしでそれぞれ A 入制限を*巧し得ること、した。これによつて•トイ 
ツは、ドイツ商品の 巧 出とかザ商品の 輪 入とのが巧を巧巧しよぅとしたのでわる•巧手巧はド 
イヴに自巧巧品を賣るためには、ドイツ 巧 おの巧入を考なサざるを得 化い ことになるわけで わ 
る • 

一九一二阿年一言「原料およぴキ巧品の巧則に 閒 する法律」によつて、庚沉旦设适れ《入が制 
巧が開精されセ•この法律は输入巧おおよぴ半お品の巧を、みお、巧が、吸 巧 および巧巧に助 
し、が述のごとき巧巧的が制巧置を巧ひ得ることを規定ずると间時に、ドイブの¢1人お力と ♦ 
入必需 あとのを理 的な紀 合を 目的とす &もので わ 0 た•本 法の規を によ 0 てな左をみたぶ おを 
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巧巧は が 入巧なのま巧ひにちてられるホ！ 11 のみ寬ホをに 本ホ的な 巧肋を 巧 おした のでわ 
る • 

ガがか、る制をも一をニニ年な來ドイツが諸困との曲に絲おしたま拂巧をによ0でその巧巧 
を诚おされる結あを持つた •を 入巧はま巧ををによつてホ西爲をが可規則の拘束をまけること 
なしに商な お 人をなすことが巧來たのでわる•が等はま巧なをが結西からの ホ 入に巧力し、止 
むを得ぬ場合にもこれらの西を姪由する お 入によつて悅け途をを見したのであつた•さらに晦 
巧品賊人禁止令の化てゐるみ合には同一の巧おから巧る半毁品およぴ完巧品の輪人を 面 0たの 
である•一を一面年の後半に至り、ドイツ巧あが逆轉して入超を示すに至るや、巧がおおによ 
0てドイツに供巧せられセ貫を上の强制クレデ，卜はつひに十億マルクをおえる巧に满し、ド 
イツ質るは置大な危機に際をしセ•一九一二四年九巧のシャハト巧古の「巧か# 1 は右のやぅな 
混なとを險を克服することを目巧としたものでわる。 

「巧が菊」によつて巧手巧のか何を巧はず、旦〇を巧品にる0で輸入が制が 巧 施されること 
となつた•み巧のが入企困におしてはか肉爲を巧巧をによるお則訊可が巧はれるにちつた。な 
巧ホ巧巧のをネ巧を 
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♦♦スの巧美巧策 

用による 餘入を よびま護を にを くライ ヒス マルクま拂による 輪 入 もををには認可の巧務 をを 
ムものとなクた。輸入せられるべき巧品の巧急性と淸算なちのががおよぴ巧群現在なが、か 屈 
貸をのみおを巧をすることにな り、 從來の 島を 管理と音 g 管理の二元性はお除されたので ぁろ 
「將來における お入 巧は そのまがに耍す るか阐爲替の取得し得るお困巧に巧る こと」 おして 
「か两物資使用の化隘的節わ」がドイツちる巧策に確固たる限ホを與へた， 

輸出のお巧はドイツ贸あ巧巧に珠せられセもつとも困賭な裸題でぁクた。 1 九 一二 一年かがナ 
ぺてのか巧 島を が計さ的に管理されたにも拘らず、 ライヒスバンクの金をよぴ巧巧の 保 巧商は 
きはめて悲巧的なが態にをクた•ドイツはか两倚捆たよびお入 宿 務の屈巧のためには、 ドイヴ 
巧品をがでま巧ふほかにをはをされてゐなかつセのでホる。 

輸巧振巧の巧 J の手段は追加を巧制度でぁつた•前述のごとく、ドイツはおか巧滿の巧おに 
よるま沸ひ、をよぴ备種の封鎖マルク制巧の利用によクて、徐旧商なけなのセ 0 % をドル巧な 
巧ホるひはお趙マルクによつて巧巧するとホに I 二 0% をか閔爲ををなて巧得し得る方法を 藥扣 
した•ー ホドイツの悟化菜をはか两ホ巧において、ドイツ民巧よりはを巧に取引さ忙るドル巧 
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をホまはホ巧を库證券畫けとり、ドイツ巧券の逆巧ホをライヒスバ ンクから受けとることが 
巧ホるものである。 

P 11に巧內殷眼產菓白湿の負话によるみ出寶制巧の囊が.あクた。ドイツの 巧 間 ホ ホは、 
备巧門をにを S 上をの一亥力き二％をみ出巧 巧を 巧に巧込み、これを ライヒスパンクの姉が 
望打たる「ドイツ金罰巧巧」がを享る•而」てこのやぅな制巧をか两 からダンピングと 目 
される C とを避けるた《、そ《巧をひを商工待謀巧に委託」た g でをる • CQ 巧巧金のがおは 
一呈ーセ年のはじ《には十四 巧 マルクに達し、 貿 る巧に比較すれば二お五分な トーの輪出な格の 
引き下げとなつてゐる • 

第一一一はいはゆる 求寞 5；制 巧でをり、巧 萬柔 £ いて襄 に 巧動範 困を制限され 0 、みつ 
た 個人 S イニシアテイヴに おし、巧びおた に 活動 S 巧 f 與 へんと するも？ ホる。 C れ によ 
つてみ入案をは、巧手 巧に 同金額 ガけの ドイツ 巧品の麟買をを見 巧し 得れば、綜 入が 制の が巧 
制の 下にを る掃ん 業者より多巧の お 入を 巧ム巧 合が 巧 へられた， 

巧四にアスキマルクの設立は、南貫かの巧自治霊に殖巧地、特に中襄諸 巧との 閒 S 
.お外巧おのな本梅を 
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ナホスの巧巧め巧 

替の巧 ど 唯一の某 巧を なすものである•アスキマルクとは巧 巧 ま拂用ル用人特別が化に度する 
お货 マルクの一雄で あり、「が 入 巧 品の 代金ま拂 によつてをじ、なつ規巧の' がず航谢 巧では 化 
なに處みし得る、爲群銀巧に巧けられセか 巧 人が有のライヒスマルク」をぶ巧する•「アスキ」 
に 人れた金は同巧引人が註ホし、ドイツで 巧 巧 若く は加工された 巧 品のま彿にがしてはか巧を 
巧せず巧 用し得るものである* 

度後にま拂おをのが結は、哲替管理によるちるの袭お力まは逆巧を打閒甘んがセめの巧力れ 
手段でホクた•巧にナチスのな權獲得が、巧手風の息巧を巧によつて巧おしたドイツの巧おかが 
を回化するため、一九ごご一年四ちハンガリーとの閒にま！！^をが締結されたが、をの方法は次 
のごとくであつた•巧ち締約困はそれぞれ自西の巧みお巧に設けられセ巧乎树特ホ巧巧の瞬別 
口座に自閱の巧おをがてが入代金を拂ひ込み、輸出代金の巧巧を爲をのがかなしに巧算ナるの 
である•この方法はまセ別のを情にぶいで巧用された•西 R およぴ化»巧西は•トイツの巧巧が 
理のため巧な的にドイツ巧なの輸入を阻止したが、「ドイツホロ累化が巧法」のが篇にも巧ら 
夕 これら 巧 巧に巧する巧來の巧ち 两 がは】 W しで入ち に 移り、ドイツは ホ務困と なつた•し 
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たが 0 て ffl キ圓の制限を緩巧し、巧互の貿をホを回化して、お活を裙持ずるセめには、ま掷お 
をの締結が必要とな0たのである。 

ホ彿協をはしかしながら前述の ごとき 輸入の巧制狀な胺腺を來す危おを おむ •一九一一 一巧 年 八 
ちのザ、巧ま拂協をは巧みにその困雑を回避し、その後の同滿说をのホがをなしたものである • 
これにょれぱま拂は原則として巧物爲啓をがて巧はれ、爲を不ちがは一を金巧を限クて、特巧 
巧巧の巧手网勘をへのち巧沉貨をがてする拂込みが認められる ことにな つて ゐ る。 

一九一二阿年九月の「ホ巧な引及淸巧取引に閲するおをはさらにドイツ田巧における法的が 
制を巧示し、々巧取引と淸がか則が陷るべきをを的な危險を一投的に抑止すること、した • 

巧を*謙剖の令；巧のま配满を港り、金とか巧爲韓に依がすることのない巧らしい巧み巧巧は 
ドイツの巧迫のなわから化れ巧た•おか巧荣と政治とのナチス的な結合は、 かくしでわら ゆる 
困おと 巧 ひれがら、ドイツ巧品をが巧に氾おさせ、巧巧说とを巧おがの 巧 お的れ连巧のぶ雄を 
潭いたのである•ドイツ巧力の巧おとおに、か、る方式は徐々に、而してをには急速にた化み 
にが大して巧つた《ドイツをが省おょびお^^巧吿ホ謀をが拆巧した大規巧且つが賓的なおホを 
巧 か 巧菜の 甚丰巧 あ 
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ナの巧巧み巧 

傳巧巧もを々は忘れてはならない•クレデブトの供與のはかに對か巧巧のホをを巧見し巧なか 
クた古めかしいイギリスの十义世紀的を巧イデオ n ギーの化化を、かおに带南巧に、巧ホに巧 
* は《ッキリとみせつけられたのである。 

二、 度時通お度巧の a 巧 

一 化ーニホ年一二巧中 巧 ドイツはポへ ミヤ、 モラヴイアの併合とス B ヴアキアの保護巧化を お 巧 
し、 中»にをけるドイツの 巧 力はもはや巧固たるものとして、巧ま々巧 巧 巧をを怖的がおにお 
り立てセ。 

巧巧の巧巧はもとょりとして、ドイツの中巧ホ進化とユダヤ的せ巧まおおへの桃吸に焦化し 
0、をつたアメリカをを困は、この時巧白にドイツのみとして立つことをなすし、巧乂佛のを 
従蓮巧巧力は、かち的にドイツの敵として共同戰おをお0たのである。 

一を一一九年一二ち十八日、アタリカ合ホ因は早くもドイツょりの瑜入巧おにおし、一お巧巧が 
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ルに二卿冗みの巧殺阴稍をお採す る 旨を公表したが、 四月 あ日 ハル 巧務ををは ドイツのパ ー ク 
1巧あを策 論 巧の 巧巧を を發表し、 ドイツの•ハ I 夕 I 制はせ巧ホ 巧のあなる 皆を左の ごとくな 
巧した • 

「互恵通巧苗をが、两巧に巧用されるちガを產的な方法であるに反し、ドイツの•ハータ I が 
はせ巧質る巧巧、巧中！！花のごとき原料ホちをおがせしめるものである••ハータ I 制巧巧な 
をは巧隐おにホ交*渉を必巧とし、】岡巧巧にょる貿るのみならず、年：ホのま配を W し、巧 
制的差別待遇を創选するものである。 

現在ドイツの敎米なをが化國のをれに比して何らかの巧巧に拘面してゐるとすれぱ、それ 
は全くドイツの巧み巧巧あびをの*なに資巧が巧せらるべきもので、米尚の特別な法がドイ 
ツ質るをおがる結果ではない。」 

ちの巧明は巧府要路をの公式を巧として、お獨巧殺巧巧のお巧とおに、アタリヵの明巧な巧 
巧放意のを現にほかならないが、的接には一二月一二十日、ドイツ两ホ銀け中央を負おのが k ‘、フ 
ンク巧お巧が兼巧立錠巧がをが中東 R お巧罔の確なについてなしたホのやぅなが說になへる も 

«時る巧み策の X * 
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** ス。巧*致策 

のでわつセ•卽ちフンク巧女は中東巧にたける計を的な巧が括巧の巧投 を力說 し、 ドイツなあ 
巧巧の正を巧とその伸ち をみ のごとく.述べた。 

「中»にをけるおお巧の巧をにより、經巧巧®は巧治によクておたた巧おを切りがかれた- 
而して今日ドイツが世み巧大の工業两であることはち化おに認めるところで わり、 化おより 
みおに至る巧苗が、 r イツのこの工業的巧展により利益ををくべきことは、誰しも巧はぬと 
ころであらぅ•他方巧かの巧治的巧神的友がの巧巧なる紐巧が今後猛々お巧の協同に巧ふべ 
をな巧にわることもまた理のをがで、ましてや兩困のお巧巧巧が*いづれも同巧の巧系的化 
巧ををずる拥係上、その巧巧は一巧巧がの歸おといふべきでみる•今回の巧羅爾巧協をの保 
括 (一貢一 一十三 一日 調印)は右のごとき中東 R お巧活動の新セれ巧巧のおをなすものであり、 
このををにより巧雜两苗のス巧をおと勞®力とは、巧巧共通の目的のために 計 巧のに巧員 さ 
れる であらぅ•ドイツは面な满商弼係調をのために、 ホ、' かお西と もが 巧シ .開 おしてゐたが、 
ホ 近の巧治的專巧のために中巧されるに至つたのは巧ガ巧がでホろ。中歐に新巧巧のが立と 
みた 争 日、 この 香が 巧を化 巧せしめることは、ながにもまして必巧で ある。」と • 
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一九一二 九年 一二 月 二十セ日、バトラ ー ちかみ ホをは下院 本を！！にわいて巧巧 経 ホが 巧就を巧を 
しで r 巧府はを近の苗 i 勢の愛化に巧應しで、まがのみおがを巧クたが、をの巧巧英闻とし 
ては、•トイ'ツにおする 巧な的な巧手巧はとらたち巧で ホる •」 

お巧的巧巧は巧はない•ドイツのあ巧をちちに剌戟ずるた！ C には、イギリスはまボ餘りに用 
おがない•しかしドイツの 巧 力 巧 大は值くまで阻止しなければならね•それには»洲巧两にお 
し、 ドイツの進入から保 巧すべき 手形を振り出して S くことはあおに必巧でホる•巧巧的巧な 
と ドイツにおする巧接的をな志表示はアメリカがやクてくれるガらぅ•現に阿巧六日アメリカ 
w 巧 省は ス a ヴアキアを 巧 立西としてホ認し得ず、從〇てポへミア、モラゲイ T 、 Kn ヴアキ 
アの一二巧ホからの巧米输入品に巧しては、ドイツ巧品と同をに巧巧阴視を巧なする 旨をお 巧し 
た ルーズヴ_エルト 大巧 煩の宜言を 巧 表し、や歌の巧巧におするアイリカの態巧を巧巧に未して 
&る。 

一一一巧二十八日、チュンパレンち首巧は下院にわける一巧員の货巧にをへて、 イギリス 巧巧 
はぼ巧巧線の結巧に0を「佈困を巧との閒にが角をホを巧が中でわる」旨をす巧し、「巧々は 

載巧巧な R 巧の8展 
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ナチスの巧業及策 

巧！！相手のみ巧あ府に對し、ち巧を巧の用なの程を完全に助巧した」が「两がみ用な巧の巧お 
的見解を3^するまでは」が衝の秘密を巧つことの必巧な所なを誌解されたいと述べた， 

か、る反巧胁綜のち力なお巧的措置は、ドィツ巧をルートの切巧でぁらう•このキ段を遂巧 
するための巧を々発两側の巧割のを擔は自らかまつてゐた•ホ東南巧諸巧に巧するち巧の巧植 
的介入と、中甫米諸两に對するアタリカのをホがそれでをる • min ， パと中巧米とはドィツ 
お巧の110の巧耍な支巧ををしてゐる•英巧ホのお 巧 的共同作驳にょクてこのま巧に巧を ホけ 
ることができれば、ドィツは巧せずしてま巧巧耗するに相違ないのでぁる • 

一九一一一九年五月二十六日、フヲンス下院陸巧奎員をを員ジャン•モンティ_ーィ巧巧(中央ぶ)は、 
ダブディ H 首巧に巧巧を送り、フランス巧巧がドィツにおしで»巧その他巧おな巧おのかかを 
禁止するやうに巧吿した•これはち巧側の巧接化な巧逸お巧お巧に關する巧巧のをあを示とち 
へられるが、大驳巧發と共に巧逸なる封錫の措窗は踩巧するところなく、徹底的にを巧されセ • 
化さ不日ィギリス巧巧省は、化巧十六日をなておる一遇閒分の巧巧ちホおがの巧がに贿 
し、ホのやうな巧表を巧0た- 
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r まる九月主ハ日 s I 喬 巧に 戰雲制 票ちにぶき 英离 がか 置るドイツ巧け巧が おは 
マンガンな、石油—、《巧、 I 、三ゥ4蔓十一勇 S すろ J 
しかしイギ， K がおるお上質るル，卜におするドイツの攻ミお烈を巧め、たを大舊地 
をちするイギ， K といへども、そ S 上勢力を巧んで薑愛の巧固を期待す t とは不可ぉ 
でわクた•食留及び碁の補給を本困なかに仰がざるを巧ない曲はち巧いづれも同なでぁり、 

大巧璧地 S 丈1よお厚よミ e みち畜餐5芒 tK 畫着わる•し" 
もち本困が sf i 曾器お SHKii 交ミミドイツ 

香に巧するイギ ， iiff is ， 巧クてお—化による•トイ i 
がを待ミとは、•トイツの海上を擊が裹に度開されるおりでは、却つて巧本薑《の襄に 

よつて賣 sff 善资 f 、イギ，重—ず vf ミ巧ない • 

而も囊的 S 《ご Hr V ' rsG 5 g 奪を襄」得ミ堂巧佐 <* でもお 上 

巧 力の 巧 位を確保」て、か底的な ドイツ おがを巧大するほかはない のでわろ 

かくて一九 II 一峯十一月二王日、チ K ンバレンち—は、下院芝いてアト，1务®香 

職巧錫商裴策の‘ S 层 
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ナ♦スの巧巧み策 

の質問に答へ、ドイツからの渝巧品をなおにおいてを捕するにかしセを、ホのごとく表明した • 
「巧巧一二日閒にドイツの巧おに巧れて化をしセ巧船は、十隻が上の多きに達し、そのぅち々 
巧は中な岡の商船であり、またこれに伴つて人命の巧がも多大なものがあつた•ハーグお取 
法規においでは、敢設水帝を巧用する場をは、や和のなお運のををを雜保ずるため、あらゆ 
る巧息を拂ふ旨の規をが設けちれでゐるが、ドイツ自身このお戰法規の參加巧であり、さら 
忙ドイツ巧巧は去る九月十セ日右法規を进奉する意巧なる旨な巧しでゐるのであ'ろ。機がに 
おする規定こそ<1グお破法規の巧もを巧なる部みといふべきであらぅ•卽ち稱ぶ戰術は军 
ちと巧船との巧に力至は巧戰困賠.舶と中を两船舶との閒に何等の应别をもクけ得ないから 
である • 《1グお聪法規中には、稱おに巧する备種の規をが存するが、ドイツ側は巧おが設 
に當つて、これらの巧をを10としてち守せず、0ひにみが前巧しセごとき多大のをまをお 
ほするに至つたのである， 

大戰勃發と同時に巧两巧瞄アセユア巧は先づドイツお巧のセめ華沈され、百十二をのせい 
人命が。の權鞋とな0たがそれがを英巧並にや立巧巧船が巧みいで巧お、み常あぴ大抱のた 
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れ擊化されて巧 0 た•これらの攻♦は、巧々おぶ吿をがで行はれ、さらにドイツ目みも夕加 
してゐる巧水お使用に關する法規を完全に無視し、岛もっともをネ的な入道に反して巧はれ 
た。巧る事態に透み、巧府はこれが上これ等の巧爲が何等の報がをもまけずして.、巧が紋巧 
されるのをが過するわけにはゆかない， 

さきの 大載 にお心て英國はドイツ巧 水 おの 商船攻擊 におする巧がなる 巧が 手段として 、 r 
イツからの徐出 貨物 並にドイツ入の所有にか、る貨物を公海においてを巧する巧沼に出たこ 
とをこのお想起すべきである•ドイツ側の屢ホにをる巧際法お視並に陵おなるホ度巧爲にを 
みか おは今回巧び同樣の措垣をとることに かちしセ •このあ定は近く勒令をなて公布される 
こと、ならぅ。」 

十一巧二十八日、イギリス巧おは巧貨を巧に巧する巧令を公布したが、そのを文は左のごと 
くであった•フランス巧府もまた同日巧货を巧に阴ずる乂が锅令を公巧し、ドイツ巧巧はその 
がお部面を巧巧的巧現にょクて化をされ、大きな巧巧にを面する こと、 な0たので ある • 

R 時通が巧がの巧お 
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ホチスの巧巧致巧 

巧肉な巧は两家の白由且やか的生巧を巧けんとする巧本的植がをホ巧ずる爲巧推をみつて担 • 
0の止むなきに至つをにより 

且ドイツ巧はドイツも參加サる一九一云ハ年のお水ち巧用制巧！！を書の規をを 巧 化して巧 田が 
合巧あぴ中立困の巧船を巧*擊なし居るにより 

旦ドイツも參加サる一九0セ年のへ I グ巧約の規を並に入道上の巧换にホ巧してドイツ軍が 
お差即に宜«吿なくして巧試せる水雷によ 0 て巧苗、巧合苗及ぴ中立田の巧 化が ホめ られ居 
るにより 

且を等な船の擊なが巧巧、巧ホ、まは巧荷の巧ちをの巧巧みぴその巧ホのか巧を間はず實说 
され居るにより 

旦么がの巧爲は巧に巧巧巧合巧及び中立苗の！巧員の人 ホに 里大 なるなをを 來し居るによ 
り 

且ドイツを巧が巧爭に熙する法規巧巧、中立苗の權が及ぴ乂おのお 務を無親して巧 力を 用 ひ 
をに巧を西及ぴをの他の苗の閒のお上巧巧を巧を巧壞せんとのホかをれ畫 的に 巧おせる 巧は 


巧苗なるにより 

号 ィツ か府 S か、 る 巧毎は巧夏巧に巧 ひも 無 <塞〔權树 S へる ものなるにより 

巧ち茵 e 蹄を西は今回布吿される •卜 f ソミ讓制限に曼るホ 巧に共寫作を株る により 

巧两皇帝は巧巧院の巧詢をおて左の命令を巧す 

巧一がか困及巧 Q 裏义はま配下忆ホる地蒂の港より十二巧腎なを出港せる巧化は詔 
なるものとがもか、る港にかいて資«せる货みををの謡を閒はず蓄又はが合两のお に 
巧操する事を巧ホせらるぺし 

巧二が十二巧四日な後化巧のおなかのホより田巧せる巧化にしてれ 巧產の W 物 又は化の 巧 
ちに馬する寡を巧載せるものはか、るがかを美巧又はが合5港に 荷學る巧を累サ 
らるべし 

巧一二が巧化の規をにぶいてち苗の巧に I 甘る貨おは捕獲ホお巧ちのを巧の ドに を かるべ 
く、间者冷所が么を巧府〔用忆供す S 島《《發す A 读命々サざ&眼ゎ同ホ^巧(指示に巧 
クて巧语义は資却せらるべし 

«♦巧な致策の gs 9 
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♦♦スのな巧政度 

本巧の規をに從クて巧却せる貨物の巧上金はまみ巧の 勘をに入れらるべし 

サ巧を服後か、 る巧上 金及ぴ かおして巧 却 せざる巧物はホみ 巧が淀 巧と惑める方法をかて 
.處理さるべし 

(ィ)もし貨物が本令の公布前に中な画の所有にをれるおがを巧がにがいて充分巧明 せら七 
(口矣两巧巧のホ認を得たる場合 

をみ所は本 令の巧をにおらずが時にても該巧物の 資上 ををま拂ひ、又は巧巧物のを柿をが 
.除す る事を得 

巧 阿が本令 2 嵩 さるべさ凡ゆる 受 長お」拿捕に關する齊 〔法 巧寒憤おは驚巧 能な 
る限り之を適用すべし 

巧五が畫 Q 規養畫とは即質黯又は襄がを捕叉は巧 登ら忘を浮ざる もの 

とす 

望ハが書 K 「幫產 S 物」 と J はミ棄がな Q 占蔓 a ま酷下 K わる 地 巧にある 
爲を包含し、又「巧(巧おに® する 貨物」 と一友 ふは か、る § に居住する入の巧おに W 
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卞る货巧を含むものと ず 

巧セが本令にょるを理は一を一一九年巧巧を檢巧規巧の巧用にょつて热巧權を巧するかがな 
る巧巧を檢巧にがいても之を巧ふ薄を得 

巧八が本令に「巧西の港」とをふは一九一一一九年巧巧ををが規をの適用される巧诞を树巧の 
を巧巧にみる凡ゆる港を指ずものとす 

イギリス側が强調した「非人道的」なドイツの巧お戰巧巧 g は、をに中立巧セるノルゥ HI 
領海におけるイギリスお巧の巧雷巧設の「非ムロを性」にそのま向けらるぺを非難でわり、ま 
セ恰もチェンバレン巧ち巧の名演說は、ほかならぬそのな說が谁巧中の十•一巧二十一日、イン 
グランド東海岸《リ，デ沖合で辑帯沈巧した照阔丸の遺がにおするイギリス巧おの受化におし 
でそのま、巧用さるべき非おであることを巧*はおれないで畳かぅ* 

おえで一九四0年一巧十セ日、クち經巧聪爭巧は、下院においてドイツ W みのを巧のお 
銷化がに顶し、大耍左のやぅな巧說を巧み、ドイツは開私は來僅か巧ケぉかでさをの大おの二 
載巧巧巧み巧の Km 
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f チ*の商囊度策 

年をの巧が狀巧におしつ、ある昏をホべた • 

r 昨年を開賢來逆か四ケ月聞半で、> イツ謹ぐる塞ご一年 g に望す&巧^^を 

養し0つある。ドイツ答お、衣巧の譽巧施、石巧の不足をみク、あり、賣はインフ 

レ！ン m ンを巧れて物を Q 聲に狂？つ、をるなど、一霞羣巧に護れた巧讓りは 

すはず もかな、石巧、 巧ち羊毛、油お等の 原料な の不ちは ドイツ 囊になを さを 典 
へて方る。 

ドイツはこのま境を悅せんがため、巧巧タイヤなしの葛車や自羣をみ出し、ち 
よる養の奮は、聲圃が原料をを供し&い限り愛を—せんとしてゐる•かくのごと 

く S 囊寧、いまや r イツ S 準巧か襄有ちホ Ki 原—至年我大吸 g 

時のそれよりもあかに少ない資巧にある • 

これに掛し巧が困は駐時禁制お拥をを々固くして、ドイツへのみ巧流入を巧いでゐるので 
ドイツが襄ををしてじれを薑せん李るもそのなをまサタま S 上駐時を制品がによつ 
ては止し得るドイツの 金 A 人はをく杜巧するに至つた’ 
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r イツの供出もホ巧が凰のおが荫のたわを该におしてわる•さらに巧な巧との通巧にょり 
ドイツがをの求めんとする构資の補給を田らんとしても、これらの困ではホみの供給が巧ら 
れず、巧巧はその巧に乘じてこれら中立画の巧巧に巧爭を挑み、夕巧物資を w 入してなつで 
巧画への物資のをを巧ち0、わるみ巧である • 

勿論 i としては中立巧の通巧の蒙るベを巧宙を々少眼巧とするため、巧をの巧力を巧ひ 
ク 、ホり、 これがため巧が苗は K H 1 デン、 ベルギ I 、アイスブンド、ノルウエー、デンマ 
1ク、オブングをホむ十四中立困と巧時通§をを巧に締結し、乃至は巧ホ中でをる-ホを 
に巧々はド イブの 居 » 押巧がをく巧巧され、もはや取爭巧巧の巧 かを たしみざる日が巧いこ 
とを 巧待するものである •，！- 

クロス經ホ巧爭相の巧說は問巧の现夕めな巧巧としては夕くの«巧もをぺてゐるに巧らず、 
その苗*の意味についてはをく巧らかにするところがなか0た* 

巧ち ドイツ 巧巧にたける度巧お、エ案巧が巧などのお拾巧迫は、一なホ譲されねばならない • 
ダが日常必巧品の切符搁にょる割巧が巧こそは、 ドイツの 径巧的戰巧が完了せ る ことの巧巧で 

«巧る巧致策の«« 
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♦チスの巧巧みみ 

わりホ巧賓制巧(徹底的なを 巧 こそ、巧生東逊程の一部け としての 巧みが、 巧 度にはを'ヒ 

され、經勇 S 馨爲なかへの一切の浪巧が巧止されるをめ g 磬がかを なしてゐたので あ. 

る•か〜るドイツ控巧の化樹化のを了こそは、閒戰《ケ月後忆ほかならぬ"ンドン•三ノミ 

スト誌を」て、イギ，ス襄£紛力 s 乏を蹇」《た原因でみつた ことは 旣に前述したと 
ころである • 

なクて中ホ諸困忆勒するイギ， K S 警込み H 作は如何，.本年音二十セ日のイギリス下 
院は需問超 S 論おに輩され、 ク； 餐載學巧は「.貴下の統率ず— は經巧既爭巧であク 

て巧巧巧巧省ではたい」と葦づかれるちなであり、ク n ス經巧戰爭巧 ダンヵソお巧 サイ 
モン巧巧など經巧閱な閒がは巧聪に大宜と芝た。寡两との茄囊ホに關しクロス經驚爭 
巧が巧つた說巧はホのごとくであつた。 

「が府はこれら交巧巧手围と、これら諸西のを巧をにクいて協を を 結ぶ方針で わる•巧一の 
目的はこれら諸巧へのお入貨物が团內巧巧用品であつて、ドイツへ巧餘出されな いとの 巧を 

を當誇幕から求《る t とで&る。イギ9 K 驚は載時禁制囊稀法にょつ了或おかこ〔 
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目的を達しではゐ るが、 さらにこれら諸國がを律をがておを商品の綺巧を巧 止し、 ぶは許巧 
閒を巧くことによ つてををにこの目的を達し得るもので、中立諸因からこの巧諸を求めるこ 
とはさして困難ではないと思つてゐ る。 

ホにこれら中な罔 庵 品の巧戰闻その他向けみ 出は、 これら諸西の巧がの權利であつて 、 t 
たをの經巧的が立のが巧が件であるから輸入に對ずるやうな制限を加へる惹化はない•併し 
これら商品がドイツへ 輸 化されることは、巧ホるだけが少サしめるやうに0とめてゐる • 
ををに中充闲が海かから原料品の供給を仰いでお品をお出してゐるのをか何にあ締る.かの 
巧趣がある•これはきはめて尼介な問題であるが、政府は巧商協をによ0てじれら巧おのみ 
入ををが化止す るか、 或はドイツへ驚出で可能な程巧の少をの原料輸入に止めるやう巧別を 
して ゐる •而してこれらの戰が满巧協をが抗によ0 て、 イギリスはか闷向け商品を巧締る义 
巧满を些かでも閉める巧れのないことを確信ずる •」 

巧*は右のお巧戰爭巧の巧說によつて、却クてが中立阔工作が、きはめて夕くの巧摊に巧进 
しつ、ホることを焉巧し巧るであらう • ， 

«巧巧巧み巧の巧 g 
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ナ*'スのな*致 ♦ 

季の宙例をおってみよぅ. 

^寞月ィラク ii お脯をおとの—百轰のクレデ，卜設せ—をおげ、ィラ 
ク巧府は右のクレデ，卜によりち票品を巧入し、「巧誘受ぴ两巧のホ鲁を曼」こもにし 

い巧+1 もスタン i 巧 巧とこア • r マニア公 巧は、 ィギリ i せにたいて、票 

巧款—留 拳し ち利率 年五分、々護一一十ヶ年、な—冗十—クレデット 

ヵル，マニアに提供され同時にル，マニア產ルき一十舅 S 入巧めが巧立したのである•ィ 
ザ， K 巧霉は右に踊し「反巧が—の勇はこのな巧の望—て 一 f 強化しちがち 
ル1•ご7は己れによつて卽時£お蜜に霎お囊村を《入し得 t と、ミぅ •1 と操す 

■ 

寞日ィギ， i は養千—至貴 ili 善、蓄—へのな 

巧方れを雲しをが、塞まの趣— f 、 十音巧#はギ，シ i との閒に一夏で 
百孩(霞®保詩局が§《おさ？ぃデ，卜蹇を巧おした* 
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八月二日ポ ー ランドに 巧し、ち围品購入にホをすべきな巧八百十巧萬ーニモご音巧の クレ デ， 
卜供ホのををに巧げ•但しを初がへられた千五ち#磅力至は千セ百巧巧のわ半巧であり、資を 
の使途に巧す K 巧波間の息見の相違が交渉の巧巧と金巧のが«のお因でわるといはれる。 
十二月二十セ日巧瑞戰時通巧協を巧立 •' 

一九阿 0 年一巧八日、ちか主一一扇ほおは相互授かがめに引巧き、径巧、が巧み板にちる一二 苗 
ち をの調巧を巧つた‘ 

一巧二十セ日、ギリシャ巧巧は巧來ホ巧利子の四巧のみのそ拂ひを 巧 巧し得セにすぎなかつ 
'たが、四月一日な{8|^爭が了までの巧閒は四巧1二分のま拂ひでょいとの巧拘をィギリス巧巧か 
ら巧へられた。 

一二ち 十一日、ち諾巧が通商 巧を 巧な • 

巧十二日、英下戰時通商協を巧立。 

同十九日、巧西通商協を巧立•イギリスは巧はスペイン巧巧に勒し、ポン r •プ。，クた 
.巧產巧とする 巧 巧 おをの他の 构資麻入資金として 一音 W 磅借お供巧を 巧 ふことになつち巧 

戰巧巧な度巧の SS 
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ナ 4^ スの巧巧み tf 

同日則個藝疆 i 表— i、f ui — 

巧徐ぉ禁巧？負はされて&ミ がの 

六月セ日、ち璧一扇お巧經餐窒ぶ調げ•養の霎點はちの通り • 

一、巧協をは i 畫十音四日 S 佛金融お惡を忆そのお礎を置を、ベル T を巧た 
にち佛雨巧閒のお飄經巧な力巧係に包をする。 

I ポンド巧、7ブン巧、ベルガ巧間における公を爲替 比率を 薑した。 

一ち佛兩困はヘル T に萄し、その.要ホするポンドを若くはフラン貨をが給し、又べルギ 
，は巧巧兩西忆對」そ S ホするべル方貨を供給する • 

一、髮は壽霞とベルギ1間亿おいて窒なる巧率忆ょりを貨若くは資 S をなてみ 

右の協をはドィツのベル T 占領におする囊的なが5ホり、ベル T 望にをいて巧佛 
は「か貨 J 及ぴ「金」を用意することなしに、物をの買かけをなし得るわけであろ 
六月二十日、プブジルを巧は英本困、 H デプト、ィブク、カナダ、二 T フアウンド クンド 
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とブラジル巧巧との通商協をの望を發をした。畜をにをく巧引はお銳巧の班在が瑞阳が一一 
他半をがて巧はれる- 

六ち十五日、ち佛白一二困金馨をと同樣の方式は、オランダとの間に震され、十言調巧 
がが了せる旨發まされた。 

セ巧十六日ドウ•ジヨ、ンズ通信は、イギリスあおと中立国まとして中南ホ幫とのま拂ひ 
及ぴ巧蹇を締結巧渉が禀し、イギリスの淸覆をは、殆どを中富との巧に締がされわを 
を巧おした- 

だが ドイツ 通裏 巧は、 英佛藝强居 S 强網を潜つ で、 巧烈に伸 f - 試みて ぁつち 

一九1二辈一胃二十一音ル、マニアとの满巧ををが調げをみたのをはじめ、そのをに巧左し 
た通巧诏度の巧手画は左の通りである。 

アルゼンチン(音二十八日)、ポ，ゲイア•パ1夕1協お(ち巧十ヨ)、ソ S 八巧二十口) 

エスト-ミ十ち九日)、ブルガリア(一巧十一日)、ユ If スヲヴイア(十巧十セ日)、巧 
幫を (十一巧二十化 日)、ル-マ-ーア油田麟買をお(十一一巧音】、ル、ニア迫力巧 巧 協ん 

R 巧巧巧致巧の巧お 
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ナチスのな巧み巧 

(十二月二十日)、デンマ1ク婪巧餐妄十二月二十 二日)、 ル1マニア•クレデマトなを g 
(一九四0年一巧五日)、ソ蹄^;^を(二月十二 日】、 イタリア(二月二十四日)、トルコ.•ハー 
ク1巧妾一貢言)、巧伊石巧輪送な妾一貢ま百)、エストニア新巧叟一青十 言)、 ぺ 
ル T (腎十音)、ル1マニア霞妾四月二十音】、，卜 I ア(音音】、 T ゴ1 
K ブヴイア巧な蔓五月一手日】、《ンガリア(セ月二十日】、トルコ；^を(セ巧二十四日】ス 
H I デン(八月十日) • 

をたま巧、おがなをは左の巧困と巧結をみた- 

スロヴアキア(一九—年一貢 二十 音)、： 1 デン(十 巧 二十 皆)、 オブン ダ 《十二月 二 
十 音】 ノルゥ 王、二义四〇年音 二十 言】、 フ イン ランド(青十四日)、ル 1マ C ア 
(四巧 二十日) 、ギリシャ(六巧 二十 j 日】。 . 

巧ル1マニア通禀巧は、ドイツ巧巧巧巧の巧 f たすものでわるが、ドイツエ柔が おおょ 
び巧巧の輪入は、さ柔田にとつて、を巧にホちたものでわつたことは巧かである•しかし、ル 
-マ；のお蔓ぴ♦惡に對するドイツの芝ぱつまクた巧ホは、イク，ア S ルヵン政* 



と 呼巧して、パルヵンな巧團の巧が巧軸への巧制をホ巧せしめセので ある。 

イギリスのクレデット巧巧は致命的な巧巧を持つてゐを•世ホ屈巧の大エホ阐たるドイツエ 
柔おなをせ巧径巧から悅巧サしめて、自巧生庵なを押しつけょぅとすることは、不可がに近い 
相談といはねばならない•イギリスの工業的龍力は、巧手園のホ嗟をホせずるには者しく巧な 
にあつたのである•仲介業をであり、 巧 送業をであり、金巧柔者ではあつても、生產著では を 
いイギリス經巧のせ巧的唐ホが、 こ、 にハツ キリと そのホ盾を巧巧してくるのである•バルヵ 
ン協商困に教するドイツの巧巧的通巧巧巧は、ドイツの軍事的勢力に負ふところが夕いとはい 
へ、 ドイツエホカが物をまつをことは認められねばならぬ•をとへば一九巧〇年一巧五日が結 
をみた巧羅融を協をはホのやぅな內容を持0てゐセ•ドイツは 化 巧巧千巧マルクの W 々を巧 
ひ、 巧 關単百セ十巧、貨車ーニモ輛をルーマ ユブに 送り、ル麥及び石油の お 巧惊送能力を巧める • 
イギリスはこれに反し、なを巧手 固に 給付し巧る物資の種類が巧手困のホ望との 閒に嗦ひぶ 
• ひのあることを發見しなければわらなかつたのである， 

ツ嘛巧ぴイタリアは對巧物黃惊入ルートとして、大きな巧がを巧つた•これら：嘛闲ちみのお 
巧時巧巧'^巧の 
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ナ 4 s スの巧巧致策 

巧物資供が巧力は多くを望み得化い•ダがソ巧徑由の アメリヵ 合ホ闲构 ホのみおは、アメリヵ 
巧巧にが爭をおす原因とさへをつてねセのである， 

本年 二巧十四日、ニユーョークのホッ巧柔會 H 巧は、 ソ 巧ょりのドイッ巧巧 輪 出について左 
のやぅな辯巧的巧表を巧0た- 

r ソ蹄は一を一充年中にがかセ千 3 ホカ至セ千五百巧巧のはサを アメリヵに 巧した が、 C 
れは一九一二八年度の六千五百巧ホ、一を一ーセ年度の四千一言巧ホに比しを しいが 加で わる， 
而も一九一完年ま曼についてみれぱ、 CQ ぅち 五モ六百 K ホは 巧 後の 网ヶち 脚に 巧せら 
れ、二千百巧弗は十一一巧の分で ある•かくの ごとく年ホに至つ てソ 蹄巧徐おが ホ 加して ゐる 
ため、ソ聯 ょり ドイッ巧の巧婚出が巧はれて ゐる ものとの巧測が巧はれて居る が、米ソ巧エ 
#謀所の調査ではか^るす巧はない。ブ踰の十二月中のち入れの大半は生ホ' 巧が 力 至はお巧 
の工作说がであり、又生巧巧械中の大部分は、ブ巧が目下か巧中のル 巧白断車が选用のもの 
である M 

併し右 Q や5な辯巧忆も拘らずッ说及びイタ，7•か致巧签《送 Q 黃 ル，卜とたりク、わ 


…102 



つたことは、すべての巧測の一をするところであり、イギリスが中立离よりのドイツ向巧が £ 
に、いかに機まされク、あつたかは前紀ク《ス巧巧戰爭巧の巧說によつてあ をら かでわらぅ， 
ダがドイツは、ドイツお巧をまへる二つの巧巧なま巧を巧失した•中巧ホ及びアジア雜网が 
それでわる • 

たとへばドイツは 巧 西•ハークー巧をによつ て、 アルゼンチン產ル麥十 萬 巧と則き 漢へ にが .M 
巧六十六辅、货車九百 巧 おま幸二十輛の引がしを巧ふ绪になつてゐたが、巧おちの封がによ 
つて、引が不がとなり、一九一二九年十一月つひにが巧千四百五十萬ぺソによる•ハータ I がみを 
破巧し、巧送〇巧のルまについてはブエノスアイレスにあるクレデットをなてま拂 ふこと、 ナ 
る旨をアルゼンチン巧巧に巧まするに至つたのでをる • 

恰も换巧入疑巧をザをとずるアメリカのお中南米抱を込み工作は、をの手を伸し一九一二九年 
ホ月の化ホみ*!によるホが中立を音、十一月の化乂お巧み篇による中央沉ホおけお立み■把、本 
年六月のホが诗あなれ案の提唱など、中南米はアメリカ合ホ闺の勢力下に 引き入れられよぅと 
する巧巧をずらみサてゐる•アタリカ&出入巧巧を中、むとするお中巧乂諸巧な供巧は々のごと 
«巧巧巧致策の 
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♦ナスの巧巧を策 

きが巧にある， 

アルゼンナンを巧則受(一九一二义年お 巧)、 ニカラグア(五月)、 パでグアイ (六 巧)、 コロン ピ 
T (一九四0年四ち)、エクアドル(六 巧)、 プラ ジル (六 巧)、アルゼンチン (六 巧)。 
併しながら中甫米諸困とアメリカ合ホ巧との閒に巧はるお巧的ギャップ、 卽ち 中南米が 闷の 
お巧输出おがアメリカ合ホ巧にとつて、宜两を巧おと重がする巧實は、お中南米て作の聚 をの 
な進巧にも巧らず、アメリカ合ホ闽の寂面を巧巧せしめないを大な惊 因となつてゐる•乂 WW 
恩會れお或はホ洲カルテル案の巧巧み、沉米み發の龍巧化ち的巧果は、 右の巧 資そ滿 明す る も 
のといへょぅ •おな 巧あの杜猪にょつて巧お化しつ > ある中巧ホ斑两のお 巧が おに滿化 なが 巧 
をおへ巧ない限り、アメリカのお中巧ホエ作には限ホが劃されざるを得ない のでわる。 

唯それにも拘らずドイツが中南米諸國 との お巧め 連 巧を 巧 セれセ ことは、ドイツ 紹诉 にお乂 
なが響を 持つ ことは 巧をし巧ない•中南米 巧 西が ち 困のお 巧 チ巧 巧 化の ため反ちま* 巧 昕傅向 
を 巧進しク 、わる ことは、 ドイツの 满來 への 巧みと するところであることは おかで わる•從つ 
て、 ドイツのお中棄巧巧は巧望作にちおた畫 しつ、あるが、 本年と 巧 壬日、 ハル米《 




務 ち‘ 昔が、 新聞 記を w とのを 例を 見にクいて、ホの ごとく 葦まを並べて ゐるのは、ドイツの 中 
南米な治工作の進ホの反請ともいへよぅ。 

「ハヴアナ椅證を前に、ドイツが巧ホ諸國に封しぶ穂のか巧的處力を加へてゐると傳へられ 
るが、これは完全にをのま備をを巧されてがるべき諸阅巧に對する一巧の威嚇であろとおへ 
.られる•いかなる巧家といへども他厨の幸-满又はをの巧巧の宜ををか擊してよいといふ理論 
はない當ガ•」 

中甫ホ諸巧がドイツに供給すべき巧淹物については、ドイツはお南喊諸阅にをれを求めつ、 
ある。がし乍らョ In T ハを巧かな巧をおかに仰ぎつ、あつた從がのが態よりして、ホ南がに 
おい'てドイツが達巧し巧る經巧的巧巧は巧對的なものに止まらざるを巧ない • 

この時、世かお大のでが資がのお巧巧たるアジア巧岡が、ドイツにと0て、あおな問巧とし 
てを場するのである。巧に、それら諸两がち米的巧力のが逐下にあることは、イギリス巧胁が 
巧力のおをとして显大な役割をおじつ、あることが：巧目されねばならない•こ、にが巧にわけ 
る唯一の巧力的闽をセる日本の役割が、ドイツ通商が巧の視野の中に大きくク P 1 ズ • T ヴプ 
巧巧通な巧巧の巧が 
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ナチ K のが巧み Hf 

されてくる•アジアにおける日ま確固たるお力と巧秩ホの建矿 こそが、ドィツの擊目的を 

おのた 《 Q 不可げ e 條件となる • 7ンク護寫、或は，ミト博麦馬舅新秩ザ策が、 

日ま— 巧 珪肢をち愛入れ t となし S 立 J 得ない C とは後述す るとミで ある， 

ィギリ扁妄玄 ま柱がィ？及ぴ南ホ—でわり、19力至菜に」てからが アジア 
太平洋旧なしに巧立し得ない C とをみょ。 

まことジ7をまおするも S サ巧をま配する S である • 
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r 度が巧巧のドイツ的計* 

本年四巧上な、 ドイツをは 疾風の ごとく 化歐を巧 巧し、 五巧上旬には忽ちチを « して フラン 
ドルに 巧銳を集おしてな日の後これを制壓 、直ちに 北佛マデノの堅をに迫つ て、 六巧二十二日 
0ひにコン ピ H 1 ヌの森におをのな巧佛化戰協定の調巧が巧はれるに至つた。 

昨夏ポーブンド進餐が開始されてから僅かに十ヶ月担らずに過ぎない。ドイツはこの問白闽 
戰滿の卓越とお巧的强勒性を繰退し强調し、新秩巧建設者としての確信を阳明したが、なのか 
掛者たるち佛はもとより、中を闽においてもドイツの一友ひ分はが證例によつて例のごとき政治 
的プ n パガンダにすぎないと夕ををおつてサロン的話題に供するのが常であつた。 

一九一二八年一二巧の巧巧合邦十月のズデ i アン進駐、一を一充年一一一巧のボへミヤ•モラゲイ T 
併合、同月のイーメル進お等々、巧佛が旣におがのかを的な勢力たる地位から巧り巧ちよぅとし 
てゐる現 巧 的な請明が、 ドイツに よつてなされてきたにも拘らず、一たび開範となクたおムロの 
ナチスの巧 菜を 巧 
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ナチスの巧翅巧巧 

y r しては 、 if f i がなかつたか、——映 
しぁる。ダ f 皿ぶ ii 入口一な八？の i と 
見ま uy 一 i しをドイツについて、人 il — てその i 

本年セ月一至ハ日；ク巧舅相は諸短巧寡す讀品する•トイ 

: r ミ if 」了またもや f |サ。ン—」—ら U かす 
はせホ rAU まで切ミ問題と」て愛な— S を振り畴いた。去年(一音•トイ'ノのナ 

王— f られた時、。ンドンの「ユコノミスト」誌は「ドイツは一日にし i の一年 
軍— Iff いまいましがつて、チェンごンを—ろしてゐるが、— 
法でゆけばその？イツは十ヶ月にして英困羣を ii 害たといへょぅ • 

夏を i 雲？蕩郝論なの 

ドイツは季ミゥ•そ」てを」得る》 らゥ •といふ考へ累、いまやわけもなくせホ中を 
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.巧を立たせるのガ《 

日本はドイツの 窺径巧賴巧の望は前奚な径 巧田を 巧 巧して面か忌なら巧 

アタリカ 合ホ酉は运ががでも米がカルテル55に f 現させねばならち5， 

ところでドイツの な變巧 お 養が巧れ るものは、 寒敢炼が 結にをミおかとして出班し 
たものでは勿論ない。 すでにナチス商業•貿襄巧の 巧おを 妃述した巧に巧た やうに、 ドイ 
ツを中、むとするがが•器が•察は、 ナチ i 巧が ミ囊 的れ基調をなしで ゐる もので わ。 
ちしたがクて今ホお洲を 巧 巧 前をから 今日までに 現 はれたナナス代辯を连の眷をふりか 
へミみることは、联爭と巧に を々巧巧 的に れつて ゆく蹇恆《へ S 望を理解し、且ミン 

ク案 巧をのがが性を看妾る h - に役なつでわらう • 

前ドイツ經惡シャハト望は、 一九一一一峯五ち下がから h •旬にかけて墓堯を i した 
•、、をのシャハト 巧ま訪 巧に 巧す るパリの 巧息通の意を として、同風通なパリ特化員はホの 
やうに 巧じて ぶる， 

『目下 胡裏問芝シこ卜 2は、 マド ラ ft における巧雲 ヒン》 1お徒におずる同情 

廣«»濟のドイツ的か畫 
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ナチスのな巧み度 

を菱巧し、•トイツは印囊菜 S 代您ため霸を惜 まぬ？ 巧べセ•ミト望ず？ 

I 目的は J ン、靈 I "む 一—樹 ii 」 て f のとみられ^ • 

はすで忆テへヲシ Is 銷採掘塘を淺得、さらに罩•トイツ寞忆 ょりお ケ巧 S 
话戶をイランに達設中で、をたカスピ—岸で肇选驚おょび乾—も讀中であろ」 
トイツカその霉經巧の巧洋にたける城點として印度を目？することは、かのカイゼル I 
來 i 的 il — す—であるとは いへ、—治的•房な i と 

をくその趣を異にす—がある•卽ち i 一九年暑十八日ドイツ寡さ 

e 巧人を」羅やミ「1立」邏を i たち ， ^^^^^^ 

で —— f ifif を 
がてイギリスの、む煤部を狙ってゐるので ある. 

は^空二— f 由を奪ひ、これを祭して今日 i 堇巧を S してゐる • 

^入 if I ミと f 眉——、雪 if い•ミ 

印を人は今夏器—を碧」 て、 § (壽 人が農堇4、 gs 由 
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めに戰はわぱならぬ ， J 

廣巧お巧における十 K 的；^秩ホ忆對する確信は、イギ.，ス(通裏巧を巧擊ずる時に巧の 
に披おされてねる。一九一二化年と巧十九日のドイツか巧衔お關「か巧通信」は大巧左のやぅな 
巧芙か#論を述べた- 

『巧田が蹄合巧並に巧保障南をち巧の巧巧相制に引き入れるためにが消しセをおは奧乂をも 
の だが、 か、るすおは オツ タワなをに比寸べきもので わり、 英两はこのやぅなおあに化るこ 
とにょミーお英票巧をが巧せしめ、その結果はフインランド、デンマ1クなどの願がを 
そふに至ることがわかつてねる笛である•現にこれら諸闻はま前に英两に巧しこの旨を特吿 
してゐたのである。 

一奚園から武器、借みを受け、而もが前ドイツとのを巧關がが順調でぁつた巧は、円巧 
がち闽のホ学におずることにょ0て何をホふかといふことを銘記せねばならぬ乂お巧も 
に大ドイツ削立がホドイツは農菜品については束巧睐隨一の顧をとなつたが、パータ I 制が 
の採用にょクて、ドイツは莱お»と經巧關係を、せホホ場の危巧並にを本家の巧がからをく 

庚城污濟のドイプ的れ畫 
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♦♦スの巧巧み々 

いたのでわる•エ棄闺ドイツ—巧 iii た努 
是を rs 」 て在 f ものではない•併」も」ミが ilii 

と見掌李れば、ミは i j ち ， f f 

がドイツ—との通濃を舅し、ドイツ—か pp 力 
受ける C とを阻畫んと」てゐる葦？か、る W 利が婆なわる. 

^ l ， Ki 零 f ii — |£た|蓋に現は j た 

巧妻話苗利ホを S 大にょミ、ドイツの進出蓋甚んとす—だは、イてス 
れにたおドいイ §1 の〇^だを—ないのみか，餐 —if ザ f し i さ 

^^>イるた&羹な— f 」了 — ii た fi 、 

カイギリス的方式に對するドイツの巧 i を留保してゐるのである。 

通夏 巧の 蒙的？ は、ナチス賽襄の震を がを する^^^^^^^^^^ 

通 f —r ミ ミト Mr i いは i 

のクレデ I する—ょク三 ii ご两と、力至 
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はそれら巧 豆巧に巧巧な巧巧の巧巧を結ぶことを化た-しょうとずるのガ•が巧な胆巧的晰巧は 
やがで巧治の結合への巧おとなることを巧れるからでわる•ポンド•クレデ，卜の投なは色* 
わ息巧でイギリスのために頁がするところが夕い•巧な用困はそのボンド勘ををなてイギリス 
巧おを巧ふであらうし、またイギリス巧品がかのものをちふとしてもボンドをが介とするな上 
あ引巧和互間の特殊な朗がの巧なの可がをはをしく々化い•而もいづれにせょ巧な用巧のイザ 
リスへの隸»關係が巧まるでホちうことは閒をひがないのである • 

ガがイ ギリ K は少なくとも二0£で羅を化」てゐた • 5 K イギ， K はミ巧倚用两に 
おずる巧接の物が供給をとして立ち得ない場面に巧巧らざるを巧ない•イギリスの工業'力は多 
くの場合携巧闲である巧信用巧の必耍とする重化單エ荣品の供給に堪へ巧ないし、またこれら 
度策闽のエ柔的巧度はイギリス的世み秩ホお持のためには卑ろ抑止さるべきものですらわクた 
のガ•そこでイギリスは巧手のおりがしがらないものを押し 巧り ずるか、ぶはか權 みとなるこ 
とに滿足してポンドの自由巧巧を幹をするかの二途を巧ばねばならないのでわる•巧し々りは 
多くの場合にが乎にとクては巧巧を巧なトーのものではないし、單なる巧樣おとなることは口西 
巧成巧濟のドイツめれホ 
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ナナスの巧巧か巧 

のがする部門に對卞る瞒買力を巧生せしめ得ないトーに、貸したをのおが巧を半诚サしめること 
にならうといふものだ•かくてクレデットの效巧はイギリスにとつて、拂ム w おの大さに比し 
て必ずしも多くを期待し得るものではないのでぁる， 

巧一一にクレデブトの白由處分をおしたらどうなるか•被信用圃はたと へば 日本から巧い細 巧 
巧を 仕入れるだらう。日本は受けとつたポンドを金をなて 满 印から お 油を 買ふガ らう • W 即は 
ドイツから お 油 巧製 用機械を 買ひ、 ドイツは 巧巧からジユ ートを買 ふと ずれば、 これら 一聯の 
現巧は、イギリスにとつて夕ろ好ましからぬま態の發生を意味する•この故にこみち米の クレ 
デブ 下が巧はそのが洽的巧割と經巧的巧能との矛おにょ〇て夕くの巧おを巧 巧し巧ず、 而も尙 
且巧てをの方式をが大するほかはないおに、英米的自由浦商おおの深刻なチ 巧が みつたのでぁ 
る， ， 

一九四0年セ月下ちナンフランシスコで開惟されセを米貿思業を大をの巧上、アメリカン. 
アンド. フォレン. パヮ1•カムパ ニ ーの削巧を ゼ ームス. カルソン 化が名のけおを が•ハー タ I 
脚にょるお巧 ホ 巧みの巧用を提ましたにおし、セち一二十一日 ル I ズヴ H ルト大が巧が『アメリ 
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力のホ K 巧みに巧してを巧塞的が制を加へて、」かも アメリヵ巧 巧 《のを w ま 巧への w 化 

を摧け得るとたす のは 索朴な考 へ 方で— •」旨のメ， T ジを i したのは、 巧 乾に いづ 

てをく正 V 、そ SK また巧ま A 養5本質葵ホ盾を塞」てゐる C と忆注 f るべ* 

であらぅ•クレデ，卜襄は丢リスの瑞合にはその工業的巧が件の ために、授與をと巧な 

5との合理的な提巧の基 f なり得ない壽があつたが、をの畜的をが 陷 は、 ザろアメリ 

力をホ風の如さ窠化窒業围においてすらなほ漂巧軸の進がのがに符威を窒 ざるを巧ない 

巧にあり？巧 A は徑爵巧養の建？ミる民主 A 養家 g 非合理性とお能力 S とク 
の巧巧を巧見する。 

すでに I を一充年各二十日、5十八囊プ"シ卞大妥みをぶがトー、ほおけホクン 
ドフ？•卜巧はドィツ巧か通巧 S 巧と巧选に夏」てホの ごとく述べてゐる • 

r * わが两はいまやル 1 マユヤ巧ぴ日本と通養をを締結する 5 クた •をの胃はかお閒の 
巧祖を巧進せん李るな巧巧随的性巧の ものである，.* 

みはこ Q 奪年 Q 勒ポ1， シ rjjg 援定を想起せざ S を得ない•蓄 をを W 了巧が田はポ 

資城 R 濟のドィブ的 W 畫 
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♦ ♦ K のが巧み巧 

1ブンドの困巧サる裝巧の經巧が態を改善し得る と 信じたので ある。 

ドィッは かが 通商問題に充みの經驗ありと宮なする韶ル圓が、挥んで巧すところの巧み的 
性巧を巧ぴるクレデ，卜をがまない•ドィツはこのクレデットが巧が的に發度卞ベ 章 满巧關 
がを巧«するどころ か、 寧ろ破逸するものであると考へ、これをか視するものである。 

通巧は組锐の異れる巧巧又はな巧が餘閒においても舒意さへあればが立ずるもので、巧が 
通巧货みを政治的にもィデオ n ギーのにも敵視してねる米巧とさへ可能とちへられる•がる 
にドィッの軍痛を撤巧サょ•がらばホ罔製品をぞ巧に提供するといんがごとをは、 ヒ ，トヴ 
1ながを巧に なき、 强固なる おム ロをちする巧がドィッのまをぶと巧菜的巧引とを混合する I 
のであつて、巧に唾巧すべきるのである。 

ドィッは 巧等 クレデブトをがしない•米围のダンピング巧おも要らない•巧がドィッの* 
にぷ究して止まぬところのものは、正をなる基巧の上に立0なおの巧巧である•」 

このな說の後旬日にして 「ポ ーランドの困巧せる巧巧」はユダヤ人ペックか巧を巧るィイリス 
の化なとな0て、曼なのごときドィッ巧械化部巧のがに巧しやられてしまつた•おえて】九 
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四 0 年 I 巧一二日、フンク巧經巧巧はザルツプルグにおいてドイツの経巧な巧に閒ずる一場の被 
說を巧み、巧闽の戰爭目的がお巧的巧占の推待なかに何ものもないことを强調したのである* 

• r 巧巧は新生岡家のイデオ》ギー故をを目的とし、ドイツ两まの巧が城と、ドイツがドイツ 
の巧巧をに與へたな會的巧巧をなおから巧さんとしてゐる•英齒は今回の戰爭において斬が 
巧扱の丈化的か巧享受を阻止せんとしてねるのである • 

ち巧は中立諸巧を宫图の利益のセめにをの巧お下に引き入れんとしてゐるが、巧尚がま巧 
巧巧构资の巧占的地位綻持を目指しでゐることは明らかであり、英巧が戰後に目のと すると 
ころも、中立圃の巧おにおける巧占なのである • 

がるにドイツと中立諸國との關巧は、ち闽のお戰原則とは全く巧おで、 巧 互 巧がに對 する 
巧巧わ巧岡に充ちて居り、したがつてドイツのおか貿あはな々が大してゆく一方で ある* ■ 
をなけが的を雁を巧するソ蹄のみならず、をアジア大陸の韶困は贼だをとして、また化がを 
として渐ホドイツに接近し來つたのだ。 

ち固がドイツを包困することにょクで、松ひを巧巧する方法は、今固は巧じて希诸 通りに 

few 括 w のドイツ的れ書 
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ナチ K の巧藥 Rft 

は資現し得ない•巧の巧れたがを巧つてしでは、か巧なる熟巧した巧 g 師もをく仕巧を巧し 

巧まい 。 J 

クレデブトのな治的を格を强くお華したドイツ通巧を巧が、巧はも0と强く巧治的性格を巧 
びたものでわつたことはひとヴの皮肉であらう•だがサ巧をの今日の巧巧で政治から切り難 
されたお巧など、いふものは現»に在るとちへる方が巧をひでホる•問括は寧ろその R あ的を 
格のか何にわることはいふまでもないところであらう•巧巧肤、中甫米、さらにアジア巧苗た 
結ぷ巧がおホにおする衔底的な巧究と實現のための巧力こそ今み肤洲大我におけるドイツ兔巧 
の居ホ的背巧であつた • r イツ径巧を巧こそぎにしようとしたイギリス巧巧が略は、巧が旣に 
巧到たる計さによつて巧の目のごとくおクめぐらされてゐたドイツ通巧化おとそのお巧の上に 
立0新らしい巧が控巧の方法論的を巧のために、片巧を痛めた巧とならざるを巧たかつたので 
ある， 

ナチスのバータ IK るが、巧に金のをい「持たざる田」の巧屋巧ひま化をみをれ位にしか夕 
へなかクたところに、ちま々巧巧田のプルデョア的ナ B ンのをが的な巧ががあつた•よしんば 
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f ク 1 制の挥用が、金とホ貨忆さしいドイツ s 」 まぎれ S 5 をつたとしても、出發 K 
のま ii そ ii ‘ ii か霞&を liK — されわばなら 
* 助ちトイツは C れ忆よつて薑の生產」得ないものやあらゆる曹 M (生を努 C 詳細ちつ 
正確なが態を知り、且ついかなる闽といかなる具拖的な朗係をなておをし得るかを覆にみが 
ナる審を巧へられた C でをる•こ？とはゾンバルト(いはゆる「個人經巧における計巧性 

と綜合餐と 」V Q 賈經濟 C 無計®性と Q 望」を蹇とする資本 S 的堇 f おかのを 

局を必巧 S 件とするに至る C とは明岛 であらぅ • 

トイツ爱はが巧されねばならぬ•ドイツ通臺るは化巧されねばならぬ•而してそのこと 
はやがて巧手 S 薑爱 Q 組お化 S 堅ざるを得ない•核むとなる•トイツ餐 (強大と な 

るにおひ、またドイツお巧との蹄巧の巧となるに從ひその可が巧はな々巧 まる。 

ドイツ S 濃を巧みすべき巧ま々霞の義は、その劾裘 大きければ大きい 丈、ドイツ 
とちま* S と S 決養な對立 S を掘下げてゆく C とになる•戰爭宗可避ミり、 しかも 
擊によるドイツの囊的産困の巧大は、 r イツ的愛化ながより廣い S にをいでよりな 

鹰 W な濟のドイブわ WS 
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ナサスの巧ま巧巧 

度に巧巧されることをを味するのは當がである • r イツを中むとする巧巧經巧の核也的な巧力 
は踞あの滿大每に飛躍的に巧大する•をのことはまたドイツな巧のが巧力を斌大する。ポーブ 
ンド、デンマーク、ノルウエー、オランダ、ペルギー、北巧とドイツ勢力の伸長に伴つて、を 
K が、否をが巧がドイツの「巧洲お巧新秩序論」を無視し得なくなるのは必がの巧でわる•こ 
、でドイツよ領地がのな巧的諸條件をおおすぺを巧ホに到達ず る わけで ある。 

二、 第二次大巧と巧巧ををの巧充 

「 B 1. マテリアル ズ」 にょれば ドイツ黙前のを料あぴ原 巧の 自給が 力は大巧みのごとくでわ 
つた•(ォーストり一 及び チエコを含む 乂ドイツ) 

ル 麥 一部不足 モリプデン 大部ホを 

ホ 乂累巧 アンチモユ、 一累ち 
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馬玉 
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を 
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脾 

m 

巧 

草 

9- 

身 


巧 


鉛 

ブ ケル 
キサイト 
' I ホ乂《とな济化庙の巧ホ 


同 右 
自給可能 
一部不巧 
I 部不ち 
餘的餘力 
大部不ぶ 
同 右 
輸出餘力 
同 右 
一が不巧 
同 右 
火な不ぉ 
同 ホ 
同 右 


水 

石 

石 


銀 

巧 

油 


マグネサイト 

お -綿 
統巧又は巧錢巧 


巧 

錢 

ゴ 

楠 

羊 

生 

な 

巧 


銷 

ム 

花 

ま 

ホ 

巧 

巧 


大郁で巧 
が出餘力 
大部不お 
が出餘力 
大部不足 
同 右 
同 右 
同 右 
大部不足 
同 右 
同 右 
同 右 
巧 右 
巧 ホ 
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ナナスの 巧巧皮巧 

巧 が 一部す尼 大 巧 大郁不巧 
タングステン 大郁不ち マニラ 巧 同ち 
ク PI ム 同ち シサル 巧 同•を 
•ハナデゥム 同 あ 木 が 一が不足 

ポーブンドの占領がドイツ經巧にれした最大の寄與は巧衡力であつたといはれでゐる•巧ち 
巧ホ毎年約二千のポーブンド巧街ザが季節的にドイツに巧おざをしてゐわが、ドイツはクプカ 
ゥ地方における過少没制の下にわる良民おょぴ未ガをのエ粟能力の阿みの一し力拇巧してゐた 
かクた ヮルソー の入口等をち利に巧員することができた， 

よ 煩巧後 ドイツはネ 數のポ ーランド 巧衡をを 巧避し、 これを本巧に が 送して酣ぶの化 巧に が 
タサしめる こと、しわが、ドイツ 軍を局はポー ブンド 两巧 一二 十筋 巧に ポー ブンド 巧衝を 募樂本 
巧を がけ、 ドイツへの 巧街輸入を 計を したのでわる •かくてわ 百萬のボー クン ド人が巧 街おと 
してドイツに送られ、4た一二十 萬の ポーランド巧巧もドイツの エ 巧に化いてゐると いはれるが 
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一九一一一九年十一月十と日フブンク•ボ 1 フンドなをはを令を巧してドイツぞよ巧が巧巧のをポ 
1ランドを巧におし、義巧巧働制を辣する皆を發表した。 

ポーランド肖巧の生產力は、ちちにドイツ經巧にを與するところは多くない•お巧、巧綺巧 
ぴ西が、大巧等は育巧巧"がを差し引いて尙可成りの辕出能力があり、巧にシレデア地方の石巧 
巧鉛は巧签でわる•併しながら生產技巧や生お設備の巧位のため、前大聪にょるエホ生巧力の 
荒巧が、漸く一九一ニセ、八年に至つて回巧された事悄や、農民の巧困とおなにお因する主巧生 
產力の巧がは、ドイツ招巧にとつて多くのプヲスを加へ巧ないが態にあつた。 

ゼがそれにも拘らずホのごときポーランド生巧力がドイツのま酷に巧した巧度は到底お規す 
ることが巧きない•ポーランドな府の調査にょれば盛を巧を巧の巧巧かはお巧六一九がトン、 
岩班及び海》五乂おトン、か里留网五千巧トン、满巧一六で巧なトン、鉛るぴな鉛が一二一二0お 
トン、に達してゐる•貧與なポ1ランドの技巧をがてしても一九ご一六年度の巧輔はホのピとく 
でわる•(巧か千トン) 

>11み太栽と巧濟ををのかお 

. シ . 

- こ'.. r ;- r ‘ . 一 


12卜 


ナチスの巧巧を度 

る 巧 
か 里 巧 

巧 0 

セメント 


二九、セ四セ 
四一二四 
五八四 
一、0四八 


を留及おな 
鐵 錠 
期 

西 鉛 


阿巧セ 
网巧乂 
、一五四 
九一二 


石巧は世雾セな、か里 お 世み璧位、巧鉛世囊四位の生囊を 占めてゐたのである•巧 
に年產热布 I 養四千トンのロッツ 、クラカウの 巧巧莱、年璧千巧 トンのクラカス シ レジ 
ア巧方の化お H 業、巧忆ポ1，ンド巧おが一九一 1-1 六き一療プ B チ1を巧じて囊み e あつた：® 
妾ン•トミユルツの大至業地帶はドイツの巧摧 すると ころとなつた。 

.ドイツの化が 的な 巧巧閉巧は、 ポ 1 ランド 產莱の巧おを巧服してを速な巧おを 巧し 巧る でわ 


ら 5- 


ドィブはセ十巧へクタールの耕地改良四ケ年計をを樹立し、二僚の千巧ゾ ロナーの巧算を組 
ん》•このため二十セのポ1ランドを吏ょり巧る水巧墓化合が おがされ、十二の ドィツ蹇 
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ょり巧る水利を巧巧巧宫度にょつて巧導されることにたつた•を « 用五モ五百巧プ p チー、】 
九四二年にを戍なをの n ズノプ及ぴシシオブ巧おは】一十巧へクタールの耕巧に化益を巧巧し、 
クブ カウ ーサンディミンツ閒の衝 力 供が を 巧 かし、 キくもボーブンド巧お巧推の巧ーホを巧み 
巧す答で ある。 

ポ 1ブンド四ケ年計まを 巧の ためクラカウに 較 けられたクブカウ 特別出巧が は、巧 削巧 S " 
金»、々業に的するお 巧を 巧 ひ、 馬鈴惠穂灿の巧庵に巧力を巧巧しク、ある。 

左 お 五つの fi 巧巧巧を管理し、生を、おお、巧 巧、 お巧をぴ厮 g を巧おふための管巧巧が巧 
けられた。 

1、«巧を巧が(本年一巧上旬) 

二、 お巧を巧が《同一一巧下旬】 

一二、金島を巧部高ち ) 

四、皮を及ぴ毛おを巧が(同一一一ち下旬) 

r ィツの東部巧ホ巧巧のため、新たにハンデルスアウフバウ•オスト(東方巧巧巧巧)みれ 
お二次大載と巧濟を巧の鑛充 
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* ♦スの g 靖か皱 

が栽立され、巧が地ホにわける囊巧度に逆ミる巧な みび人物の詞ち 巧巧の 巧巧 巧1 
窠ま畜に對する監理人の汲马巧が地方と巧嘉 係を享る囊におす る 暮れど、 突 
の化が化に里巧な巧がを巧ずることになつた•高れは ダンチヒ：ホ1ゼン、カドゲイ*ツにま 
巧を巧する】 

みに東 プロ シ卞と ドイツ 本主を 巧ぐ ベを ドイツタ年のな案たる島巧透は i 一峯著 

十八日早く多ン于ヒ？ング 7 7 ルにおいて冀まが巧 げられたが、石ち資、木基 

をのセめ C クご 7、 Hi 惡送 S たダンチヒ S 主，クー惡 s 液、パルチ， ク巧 

と囊をおぶドーー H ブル—ウイ K ' ソラな河れ S もい まや？されんとし、ドイツ霉餐おか 

のための 巧通、法《上 のポ1ヲンドの 巧巧をは 注目す •へを ものがぁる ことは をれてはならと 
ぃ’ ' 

デンマ r ク農業は、ドイツ義粧巧に巧しい奠を巧し を。 一望一八 年 巧の デン7クのが 
巧巧な澄裘は左？とくでをり、 r イツ度巧爱 Q デン マ 1 ク蹇はかを 的&もので ぁつ 
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デン マ ー クを巧 謹 下に垣くことによ クて 、ドイツは デン マ ー クの巧農業を手中にが担しホ • 
その C とは巧巧がなの 不ち からドイツを 巧せ すると同時に、 イギリス ザ巧お巧を巧 怖のが 態に 
陷れる C とに なつた•一ぶ一充 年 巧に八、二五セ9 T * に 達したデン 7 ク から (イギ， 
さ一み 大 な濟基 巧の 巧え 
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♦ホスの 巧 巧 巧 巧 

ス度料お Q 餘入はパ，夕，至まつセ(である•一方ドイツ确商巧節巧はーアン T ク代おとの 
宿巧の： K 、 臂二十胃が凍を庫に府が中のイギリス質類、パク1、讀等約の千がク 

P 1 本の供給谅をを結んガ。 . 

ホもデンマ、ク霞業のを巧セるまち飼巧の徐入杜あ巧超は、 i な巧狸を提供」た•巧が 
と巧巧衍料が蔓 S 霎ををへるとして.も今巧 S (不足を解化」得るキ巧忆はいまのとこ 
ろ到達して居ない。デンマ、ク摄民は皂爱五百二十巧頭のうちち五十蠢の跃をおがせん 
-0 し、叉绍の一二を一を曼して鷄卯の過剩生產をが制せんとしてわる • 

さらにデン T クが諸か闽宿いでゐた殺构の供がもまた寞な疆となりク、をる•ル、 
ニア、ハンガリ 1、 T ゴ1スラヴイア、ブルガリアのルを生巧窩の藻と欺州韶巧スを 
辕入がが、全慕に巧寫機を霉」やうと」てゐることは、 いまや度爵强がひとりデンマ、 
ク のみの問超ではないことを物語つてむるが、ドイツ廣 S 巧がまが、このやうな巧越をい力 
にを屈し巧る かは、まじとに巧味わる問趕といへょう•ミはいをの場合唯トイツヴ W 洲巧 
巧が秩ザかちゎ、「育管ち」を援と」得ない SS わ W 窒、全系の農業—力のたかに 
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巧見し巧ることを示ゆナるに止めよぅ • 、 

とに角 ドイツ 及ぴ イタ，：：,1に關する限り、を物(麻 f は 害今冬 S 藉給 S ふに化る 
ものと 满 じられて居り、 デン 7クお是 f が、さらにな をな 巧 綺餐をドイツに約おしたこ 
とは 管され ねばならない J みならず n ペン T ゲンに 設 超された ドイツ雲局ミかのデ 
ンマ ーク巧 働を を 本 困にが 送す ることに戍巧したのでわる。 

包藏莫 1 、 Ilos 舅、幫童腳勇； 1 芝ふ S 是 5 ミレ 

ン巧ぴドン •< K S 南忆ぉる八〇%が ドイツ 軍(ま配下笑つ ち さら忆 t 一 蚕五 壬ロワ， 
卜の劈を持つ五つの雲霜所が S されその 一部は南 ノルウエ1 から， テン7ク を； ヒド 
イツへ送语 されることになつてねる • 

一手阿萬舍：ツ，卜 S 力を享至ハ S — おし、ノルゥ T 寞(勇を f 
ると同時忆囊蹇倉た S ノ妥ク•ヒごは r イツ(養 fk 囊を開始した。 

百巧トンの賓及ぴ肥料、读藥の化 巧おな、おを-物が ドイツの 手にがした。 

ナルヴ イク海港の確保塞スエ， デンに？ るが勇の莫は、スエ1アン餐のドイツへ 
さ 一み乂«とお W 基おの《ホ 
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ブホスのな業致な 

の忿速な巧巧を巧す•巧中年九ち巧トンの巧巧は化»巧巧大の化獲とをつセことは巧知のごと 
くである • 

オランダお巧業と年六十*トンのオランダを巧柔は、ドイツお巧にがらしいプヴ K を 加へ 
た•五巧二十一一一日ドイツなおお巧巧巧ウ オルタート 氏はオランダ お 巧をなぞ巧を貝に就化し、 
一方對蘭巧おお通信のな巧にょりお蘭印巧巧引が巧始され、金な、巧菜巧巧の银備が進巧しは 
じめた •ドイッ 困を員ザ イス •インク ワルト 氏は五巧一一十九日白 M 方面巧化司令. ぜフアルケン 
ハウゼン巧軍から占 巧 地巧ほ權をを讓されたが、 インクワルト 氏の ブレ ー ンの一人、 フイッシ 
A パッハ巧古の巧吿にがへば、二十九巧五千人の々業をにおし、ーホでは が巧をおじ、 化方オ 
ブング 田巧で化業を見出し得ないまは r イッに 送り、短時日の閒にそ ホ巧おを 解かし 巧るお込 
みである • 

ブインが巧の西北巧に属するアルダンヌ高巧の巧、お巧、ムブル-マース骆谷、巧にシヤー 
ル！！ワ、ナミ A 1 ル、 リ H 1ジユを中、むとする Si ； 巧業、リ H 1ジユの巧な後试はドイッがベル 
ザーから巧た*大のな獲でホつた。 、 
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坦巧 IW ： S 四十一なトン、年を產さ二千力 至 四千萬トンに建卞る » 州最大のかレ I ス巧ホは、 
フブンス«がおを產巧の化 Q % 巧、が生產巧のセ0%與を供給する -4 たリール、アンザン、 
ドナンを中也とするおが量一八0巧トン、年產巧巧一二千巧トン巧の巧 g をおはフブンスお巧生 
を巧の六 0% をょめ、をセ巧地方はフブソス をを 產高の ニニ％ 力 至 一四％のが g 、 一へ％ 强の 
銅のを產をする* 

»レ ー ヌあぴリール地方の型巧、レール、なが、自巧 巧、 巧閒辛エ柔ホは、中部クループー 
のシ A ナイダ1工場を中也とする軍需エ柔と共に、フランス重工業の、む巧をなしてねた。い± 
やこれらの重工業はおげて r イツ巧のを理下におしたのでゎる。年生產髙巧萬お干一二百トンの 
アルミ-ーゥ A もまたドイツのまおするところとをつたのだ • • 

今 ホ大駐 'i ヶ 年の巧巧 ホる ドイツ占領地巧におしては、占巧巧がや、巧巧ち•官 、巧な ち 
を等の手にょつて急速に 巧 巧がまがが立され、—現されつ V ゎる•ポーランド進人の 巧が 化部 
なに直ちに 试 巧して お巧餘轉 巧を 巧 巧したトラ，クが疾走するのを、ル巧人從巧配をはお巧の 
眼を がて眺めた•ドイツの 巧爭か畫 が、 巧巧か畫 との巧 巧 不可分の 脚 係において進められク、 
第ニ ホ乂載 ilB 濟 基底の«充 
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ナチ K の 巧巧み策 

あることはも早媒ひがないところで わる • 

よ領地における新らしい巧制の確立、を巧物資お給化なをよび树巧 抑制措置の忿速な樹立、 
雲と生產のが翰化。それらすベてのドイツ的れ經巧新秩巧計巧は、巧 洲餐お秩巧冀 の ホ 
斑 的 巧 例を提供しつ〜ある。 

今日巧ドイツお巧は、その府接的なまおか巧にをいて滿足すべき宮おめ賄系を巧就して ゐな 
い•目頭に列舉したま巧みずのぅち、巧をしたおおゎをあし得るに至つたものは、錢銷、•曲鉛 
ポーキナイト、垣お等々のち干のみをに過ざない•しかしをがらを々が：巧日すべき閒猫は、原 
巧資波の勒か依存巧の巧化な巧おにも拘らず、化おとしての宜大な生ホカを把握した ドイツ お 
勇は、旣 sw 洲お泛ま配椎を巧得」たといふ事？をろ何故ならば愛關おが常に巧 
巧的なものでみる限り、巧巧ず巧の供おをはお大のお巧をのお思を巧里甘ざるを得ないからで 
ある•のみならず、よ巧がにをける脖膊みまはほちにドイツ戰廊の巧充を可能ならしめ、ドイ 
ツの耐聪能力は巧 巧的に ホ强される 紀 みに なつた•をのため歐洲 巧闽が ドイツから受くべき巧 
巧 的 度 力はをてその比をみない释巧に蓮して ゐ るので ホる • 
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力くしてドイツの»洲巧濟新秩ホおは現 w にその巧巧をおちはじめて ゐる •巧々はい まや ド 
イヴの巧案の巧をを^した けれぱならめ • - 

.Ill 巧が巧巧巧秩巧のち皇 

セ巧二十六日フック巧爱巧は、かの寡に冀を與へた新餐巧おザ案を巧表したが、 

巧々はをの檢がに入る前に、フンク巧巧を給るぞ觀的なが件を吟巧して みょぅ • 

六月二十日の响盟ジュネ I ヴお巧は巧にを肤アゥタルキーお巧の可がをに ついて、 ホの ゃぅ 
たお息を傳へてゐる。 \ 

r 巧巧の震農巧と共に、 K イス南民は换洲が巧に巧 S 軸：》モ T 了忆わる巧巧に 
直面するに至り、スイス巧巧の閒になが諸巧は全巧まま的巧ちにょつて アゥタルキー お 巧の 
^^巧の上亿巧組樹される(ではないかといふ厮念が巧まゎク、わる。卽ち こ (計ザ g 下にぉ 
いではな洲のを爱安愛共同薑化に置かれ、わらゆる巧をの巧窒ま、巧货稱巧は合理 

K 拥な濟巧秩ホの Ms 
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♦♦ K の亩巧度策 

化され、#格な統制下に坦かれる* 

じの K 洲巧巧ブ》ック制をするために、從來き由径巧にちまれてをセ諸巧巧は、を巧 
ま 巧 的な治訓練を受けねばならない•このお巧典同巧の結巧は、ーホにおいでち闲海か化巧 
巧並に米西にわいて將來煤用されることわるべきお巧ブ n ックに 正面が 巧するか、义他方に 

おいてを 巧 まを 因 おの 图 巧と»研の g 巧ま*巧巧おの巧巧との生活水巧をず等化するもので 

わる•」 

せにはナチスか 蹇經巧巧が のを» 巧 田へのをお化が必がの道程として、盟の本巧 スィ 
ス において 舆淪 となりつ、ホることが、示されてゐるが、セ巧九日ナチスの理論の指巧を 

インペルグ博ま内か Jg 者圈 K おし、「北囊同芒と狸する巧巧を巧ひ、護？ ルマン 
巧巧庚はドィツを中、むとする巧同巧を形巧すベを巧命にわることを强調し、從來のス ガン 
たる「一巧巧一指巧者」の巧艮的修正をを巧するものとして注目ををいた•その巧說巧をはホ 
のごとくであクた， 

r をのゲルマン巧族は打クて一兄となつて、政治爱冀畏なをお？ベさがが的の巧 
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ホの下に g かれてゐる•これらな巧ホの巧な « 現は、を»が大苗のを巧的强化を*らナので 
ホる•かく化»巧がのみ巧巧が大ドイツ的括合ををげることは、»洲を大のホなともいふべ 
く、巧々は一千年の後、いまやはじめてをダルマン巧巧が、】個の典通の運命の下に左ち、 
巧がインドダルマン巧族巧祥巧の巧巧にをらんとしてねる事度をおおせねばをらない 。 J 
セちセ日ヒトブーながとチアノ伊か巧とはウイルヘルム巧みが{目巧でを耍お談ををげセが、 
巧日さらに、チアノ、リ，ベント《，プ兩か巧巧に重巧巧談が巧はれセ。八日のデ m ルナーレ 
デイタリア巧は右み談の目的は R がおお巧のを設問狸に脚するものであるとして、ホのやぅた 
論說を巧巧してわる- 

『ナチオナ I ル•ツァイトング巧の説許にょれぱ、ヒトラ I 、チアノを談の目のは、巧巧の 
優巧！一とフブンスの巧满から解放されたな洲巧巧ホのを設に在るが、か、る巧巧巧捷設のま 
窠はいまや巧著とな0た。 

駐爭のまなる巧巧は巧に巧かがの巧利にがし、いまや圾をの巧巧が巧ってゐるに過ざな 
い•巧苗はををな巧なの巧地に在り、»洲おおホはまさにをおせんとしてゐる。雨してツ巧 

tt 拥巧濟巧#序の gg 
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ナホスの巧業み巧 

の推出により、巧ぴ巧目をおびるに至クた巧南 » 巧阁も新秩ザ巧囲のなかに包を されでゐる 
ことは論を俟た&い。 

巧大ほ S 巧捕巧および、バルカンに2する あらゆる 巧留の解かは、 祭两巧の乎に よつて 
巧されるベネである•チァノ、，，ベント,,7ブ S は巧ホに w へて、 これら巧麗並に 哄 
が大茵巧編巧巧福につきが重なるおがを加へる S 目的な ので わる 

セ巧十一一一 日あぴ十四日の ベルリナ！ベルゼンツァイトング巧は、ドイツホをのか巧おを力 
ル •メダル レ氏の巧生 mla * パに巧する 謹を巧巧した•イ ゲルレ巧は獨かの 巧 巧め勢力 
わよぴお小两おの巧が支配下への移巧をひとつの巧濟的れ必巧 として 論請し、斩生 31 n ，パ 
にをけるドイツ 經巧化巧の普遍化を强 調して 大巧ホの ごとく述べてゐる • BI ゼンベルグ博女 
の化 K 巧命同巧の巧念は、 メダル レ 巧に よつ てを歐 に巧大され、 旦つより ホ 的な、より具な 
的な思巧を示した のでをる • 

「巧け々巧ああけお巧の時け、特に巧け及巧とが巧の時代にをいて、 》 洲が從ホの やぅに、 
多おの生活不おの單位に分袋の儘力まは敝巧ホみ巧 まれたち白 巧 的 R 爭に白力—してサ 
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巧における薑の地化を《ふにしてはおりにも小に捆ダることは、夕で腿らず護すると 
ころである。か、る認謝が R がの国結、卽ち巧濟巧遷地理的畜がの淫巧への努とし 
て現はれた•群小お巧あび巧通巧位へのみ裂は、旣に時代理れで、巧跋巧棋と一が關化の— 
度を的をし、雙陸への依存はその化を上致命的に危險なことを實鹽するに至ク たのであ 
る。 

巧ル囊群は、强大 S が率と保津に宜らををねても、がら巧小两おの名春た 巧つけるも 
のではないといふ原則を認《る必累ある•窺 QS と導に獨か两两が適化で あること 
は、今晏は誰一人を夢るも S をい•ドィツはな洲等和を巧し、巧洲地な かよりの.な 
撃におしまた巧洲の巧郁が爭忆對し、 さら忆ま たか郁から g お巧的 Jgj おに巧」、婆と巧 
~ 巧を巧すものでをる。 

ドィツは睐洲におし5」—满觀念と宙地 S 練 K 耐へて來たお惑 餘を提供しよぅと 
してゐるのだ。そ(霧装とははかでもない•より餘實な賊路•碧な援、で的の巧货 
規巧、餐危说忆？る巧を性並 K 超資本まを藻力なるがた為れ s ? が替み巧る打 

な濟新み序の Ag 

/ 
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ナ♦スの 巧 蘭 A 度 
巧の巧巧手巧の謂である。 

この共巧的巧巧生活へは、西の大小、巧本のホ寡、望♦、重工の巧別を巧はサ、何れの两 
まとがも巧！！！の巧則にょり 夕 がし得るものでわる•何故ならばこの化が は、 巧衝 、が 力あぴ 
生をのを巧に基く組巧で、金るぴ A 本の巧巧的巧巧が基底を巧してねるものではれいからで 
わる。 

ドイツは他の ‘ li 巧におして、自西の社食的をザカ至はをのサホ巧を巧資りずるやゥた、意 
■はモ巧巧して ゐない、 とはいへドイツはをの新に巧得せるれ々的债化が、その巧をから见 
てもち两お的直巧をぴてゐると两 時に、 二十せがの巧望に合をかるものがあることたな 
くなじで 巧は ない* 

巧治巧が巧的に小さく担切つたか巧では、が巧のネ巧4持巧れといつたがなのにだして 
この大煩がにおいでは少なち巧におしでまで、その文化的、お巧的、人閒の索巧ををのに巧 
巧せしめるな食を巧する 

♦ル•タダルレ巧の右のごと g & g は、北»及ぴフブンドルの占苗地城及ぴドイツ A 力下の 
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巧巧壽困の巧がに高して、その巧巧ををま强し得るものが ぁつた •巧ち セ巧二十二日の日 
西ペルリンをは、凉餐巧捕が過程の進行について、左の やぅれ 巧 道を 巧してゐ る- 

nit 洲餐 C 再絹巧は急速をテンポをなてを巧され つ、 ぉゎ、 雲 おおお締抗のた笑が K 
州香ょ6 C 代表は、昨今時がドイツを訪問、ペル，ン寡が •ト イツが 制下(笑陸にわけ 
ス紹巧的巧業的を都のおを星してゐる。 . • 

巧洲巧两の震巧場からの孤立は、お巧的巧满薑^累お巧を巧学る もので、 奪 
の < ン•力？と(協をは、同闲のが出 J 2 芬の一をドイツに巧供せしめたが、スユ1デ 
ンのパルプ及ぴ巧巧、ノルウ H , のみ巧、デン7クの巧妍等 も、 いまは巧 ど#げ て對惡 
巧に冉向された。 

一方これと蕃 J て、慕各屏の囊集霉を再墓」、 •ト イツ 《聖莫 冥にホ— 

を合せん委る工作もを*進行、又ル，マ-;の石油、 T ゴ1 スブゲイ； ホ 《お 巧フ 
インブンド Q >1，ケル纺5からを望本を曲逐ナるが寮 も 寨に具柏化」て居り、さらに 
ドィツの舅巧巧はスペインの客な寄巧巧に《目、フランス两巧《巧のおなををいで、 

R 拥わ濟新*序。 •• - 
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《ミさ 

お獨供食を巧く，へく巧めでミち R 爭の最がお果ポ藉 やうにをら うと も、器大 
巧つて一かとする 巧濟プ p ックのお巧があ巧してわる か脂で わる•」 

ドイツの巧治的指巧を*は、* J のやう & 香的た面向に巧し、巧ら かの な 巧 ま示を巧ク て、 
g 洲爱 C かおに街するドイツ S なぁるが畫裏季る必累ホつた•かねてゲ 1, ング巧 
師の器にミて、ドイツ及び mi ツパお巧 QS に學る包巧的がミ立案に 巧つ てねホ 
フンク襄巧は、クひにセ月二十六日巧かお历おを面におして、資をぁるを ぎとしての 31 
B ，•ハ經濟1おに历する巧初の*見を巧ましたのでわる • 

フンク巧堯はホづナナスの径濟巧巧がそのホ巧においで、巧しでドグマに よつてなかれと 
ものではれく、巧にホとも合員的た方法が用ひられて來たことを强两しつ、、巧ョ1口，パ 
の經巧巧巧が人な的れ！！巧では&く、爱的舅のための宮《的度寶 件から 巧 度してゆく で 
わらうとがぺた•しかもナチスの愛政巧が常に合島的な方法の上にをち、ちま々巧的な巧 
勢力のまをによミ最大 Q 寞を擧げたも Q でわるな上、3 1 a ，パ爱の巧秩序に阴しては 

r 巧*は器たよび庭 R 時中忆おいて義4矣ミ寡を J たと同じ塞を用ひるでも 
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らうし、をたドイツ巧巧をして巧大の困巧にをち至らしめた巧勢力のおが制&巧のに巧ぴ力を 
巧へる乎うな t とは考へてゐ化い M と答へられねばをらなかつたのでわる， 

フランクフルタ1ツアイトング巧(セ巧せセ日)によれぱ、フンクあ巧巧は彼の說巧を々 
の四おに巧のしてゐる。 

京 一。！.， パ 謹と Gi ぶ款をの 締結 忆ょつて、ョ、。，パの 講巧餐 はそ 

のを巧計«にわいで、を巧にをつてドイツ巧場、がち今後多年お巧れ版 g ポ巧をち巧にする 

ことが巧ホるやうにれるガらう。-その時は一方ドイツ巧品にとつてもまた3 1 口，パホ 

巧にわいて、 ョリをかれ 巧資可 おおが現はれること、をらう • 

巧 二， 巧をせるなお關巧のか出によつて、を巧閒の巧な巧引のみ巧のための巧に巧なし巧 
るホ算裕を制巧がお立されること、ならう•この巧を、現がの巧をた乎が、りとするこ 
とが巧來るが、それには巧をせるなををぶ巧として、大量の巧品量を支巧し巧るやうに、現 
巧の巧 i をを巧巧し化けれぱならない¬ 
を 一二。 «柔とエ菜のが口にをける巧驗に基く 巧みによつて、 度巧品と巧巧の 4一 がは巧みホ 
R 拥巧濟巧«序の厕 s 
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ナのな巧巧巧 

にまし、且つ ョ'口， パに をけ るを巧的な愛的分業が 囊 される であらク•ョ1。，パに 
ある餐力？巨的的酷置にょミ、 31 a ，パ幫民 g を巧待準が なま ゎ、 超。 のべをョ 
1ロッパなかから Q おが手段におするをの巧を底を さらに 強化す るで わらう。 

巧四 31 B ッハ巧巧巧巧のお爵蓄棉お巧の强化は、經愛巧のあらゆる分野(巧化 
信用、生を、夏等)における舅にミて巧らされるにちがひない。 Ir ハ斑闲1 
巧的巧帝巧は、世が轻巧における巧他の餐冀曲におして、3こ，パのお巧的巧杳をョ 
リ良く代表することを可能ならしめるであらう • 

じの I 害 結 サるョ i ，パは、他の いかなるョ i ， パな かの が 傑から も、 巧治的爱 
的性巧の拘束のかは ることをがさないであらう〇こ 口， パは、平等を某を： して、 い 
クでも他 Q 相手と請巧を 2でをら ラが、を Q 場言 1 B ，パ 大陸 s 餐的虽力に构をを 
はせ ることが 出來 るのである • 

お合か*において在案せるや時お巧は、大ドィツ忆かか歡款襄 がを保巧し、ドィッ 
节巧に曼監署進 G たミかか緊篆蒙 を保降」なけれぱならない•ミ 巨 巧に巧 
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つてョ ー B ，パお巧は巧立されねばならをい oj 

これを巧す るに フンク巧ホ巧の巧案は、 ドイツ 巧 治 力に よつてな 巧な 巧を性を巧誰され たド 
イツ巧みを中、むとする、3、 B ， パ謹の合理的を餐的み柔計まの を巧 幫閒の巧囊引 
巧巧制をのが一的留、およぴ31 B ， パの巧位の下に 巧はれる おか2 によつて、 寞 の生 
產力と 巧慌を知らね巿場と圃巧生活水苹の引き上げを達巧 せんとするものである •巧理はョ I 
•ハ巧巧巧の巧 お 巧引か巧が巧が、技術的にいクて、どのやうな 形で完成されるかと いふな 
と、對か貿易のみ巧的な巧りあひ方か巧にあるといへよう。 

巧裏 S 巧巧制巧に關しては、7 ンクはライヒ；ルクのま配 的 地位と巧算ま寮の巧が 
的がおを指摘してゐる。巧ち 

『ライヒスマルク 货 がま 配的が位を ちめるであらうことはあきらかである•大ドイツ 巧の6 
.力の强大化は巧がの結果として、 ヲイヒスマルク巧を 巧 固ならしむるのである•ライヒスマ 
ルクはホを理の巧か宿巧と無お雜夕に巧値づ けられ セな位の巧培から解な されねばならない 
が、その晓には ライヒス マルク货のホ巧巧苗はホ巧に巧大するに巧を ない- 
R 洲な濟 巧# ザの S 2 
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4^ザスの§致策 

藥巧に用ひられてをた巧1濟巧巧といふ方法と、そのな篇取引から 震した 巧塞を 

とを義として、お S 務的愛通裏ぴ個；ま巧差養蓋へ と震」、かくして み— 

はか、る妥ま巧所を通じて相互 S 制わるち器度を得るでわらぅ 

といんのである • 

せみ通な Q 問菌忆商」、7ンク捏瓷はみ Q ごとく巧べ てた る • 

r ま巧の生——は T B ，パにをいては依 f して不量 あらぅ •併し器にをいてをを 
下にをいてもドィツにもいてもなかづたところの、蠢な自給白ち爱へのを巧といんじと 
は一巧々はこれを考へたこどさへもなかつた•却つで巧*は當がの結果として、せ界爱と 

f 霎 5 ぴ T でわ f 5 巧を；產忆靈」空業集 資世惡 巧で巧巧 

を交换することにまをを#くであらう •_! と 

併しこれについてはひとつのが件が喬されてゐる•せ巧ち巧との「累な結びクミが他 
のなミへの S 器をは季るものでわつてはならないのでわる•巧ち 

r 《々は mlB ，パお香を」て化 S 巧から巧臺」&るがかさ盞おが窠るガけミ 


が 


広このおが困巧にな在するやうに夕巧しなけれぱたらたい M 

不ちわ巧の獲得手段としてのはかに、せホを商は、生活水巧の引を上げのために巧はれねぱ 

「たとへぱ巧々がの力巧受を適巧に合理化するならぱ、巧ホはートンの石油も巧かから A 入 
する必巧がないが、もし备乂がそのがするま、に育巧車を乘ゥ巧し、且つ可能ただけ夕かの 
音巧巧が生產されるたらぱ.この不巧分のお油はこれをおかからな入すれば萬まをくゆく •.！ 
「原則的には、巧々が巧余のサ巧とも巧巧的巧巧係を枯ぴ、なてドイツ西巧巧ぴ巧巧に巧连 
サるョ I B ，パエ業巧困の生を水巧をを*向上せしめる やうに、 担ホ巧巧は常にそのこと t 
目巧に巧立されねばならないであらう •，！ ‘ 

か、る巧巧關係の相手として揮ばるべきものは甫アタリヵをぴ東亞である-巧西にたけるま 
巧巿巧のなれは「ほかなられ日本の追求しク、わる巧をせる巧治的な巧的巧熙係が巧ぴま巧に 
建巧されるならぱ、巧もなく別個の狀態が現はれるであらう M 巧アイリ ヵとドイツとの 兒ま 
に化がされた古くからの通巧は T 專らイギリスのおなにょつて巧をされてわる」が、又巧び化 

KM な濟新巧序の Ha 
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♦チ K の商扇み策 

活するでわらう•マメ，力をホ西ミ通な農は「專ら7メ，力人 寡の叟詔忆 わろ」ア 

メリヵを壽は「寞 sii 苗£で-同時 S 大 C 盾 国たらん委奏等 S れる方法から 

悅ザしなければならめ•」 

巧後に r 金は髮 TP ，パ SS 囊としては、もはやいかなる役がをも巧じないでわ 
らう」 r 金が妥聲のか巧のために用 ひられる 會的的な モおであるか 否かは 白ら別個の閒 
苗で ある。」 か」？はミらか S 望 金 K 依存するか—臺巧寡」て採ら & いで わら 
う•なぜならば育 分 白みでそ S おを雲しないやうな手段 K 育みを 巧りつける C とは裝な 
いからで*る。」かく」て金は世巧 se 装手段と」ても、萃養蔓 地位に待？べきこと 
がな言された •臺 的なも S はミ場をにもドイツ S 努でわり、「两 S ち田を にょつて規 
制された愛香が與へる價值」が指導寒原理と」て巧規 される〔である • 

ホで八ち十阿日、 フンク お富は T ニ ヒスべル.ヒにおける巧®本巿の閉を式においで、 

ドイツを惠とす S 愛 S か」い震 Q 養と襄 e 曇を述，へたが、そ Sr イツの 度る 

反策に K し、々のやうた見巧をおおした。 
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『この原里巧を ことは 巧よりもすべての巧が諸西が巧伊と®にホちたな 力を をす ことでわ 
る • ffsH は»州巧巧おお巧の保巧をでわる•せホ巧るはか、る巧巧ホによつて巧益するの 
みでわる•しかし大巧の巧ふ培では、なほナチ K は 自由 巧あを巧をするが故にせ巧巧思の 巧 
であるとの誤つた考へホがなされてゐる•この考へに尚してはみのかく备 へよぅ •「か ウイル 
ブンホ大巧おに巧洋の宜由の巧ホはドイツの抵抗によつてそ化したのではなく、 古巧的 自由 
巧る田ち田によつて々化に麟サしめられたのである」と 

『ドイツはお迫的&か两依存から悅するために白お目せ巧巧をとつて ゐ るが、それは自己 滿 
巧に止まるためではなく、ドイツはせホ貿るからのあ却をなしない •ただ 非常時にをいてお 
巧的自由の確保を望むのガ•これこそ四ケ年計をの意黄である•ダからドイツの アウクルキ 
1は封な巧巧等をとらぅとするのではをくない •」 

「»洲はあか巧巧に勤する需巧が戰爭で堪さとめられたため、いまや爵巧した大きな なの も 
のになり。、ある。」 

「ドイツは生巧程巧引を.^げに巧つての望そしい手巧を世ホ»るにホめる，」 

R 拥巧濟巧み#の Rff 
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ナナス〇巧靖み策 

R 研巧ホブ a ， 夕と 化 S 地域 閒 S な忆ついては暑忆人つて*.-シ m ン誌上 S 載さ L 
たシャ 《卜望 S 洲爱再建案によつて、を巧 的な囊方法が 巧*巧 巧となつた•卽ちがド 
イツお惡兼ライヒ KX ンタ養シ卞ハト 望は、 ヒトブふ曾かにより多數の署 f お 
へてか拥巧巧巧建ちを研究中でぁつ セち著をな《ュ L アンの記ぎは同巧± との インタ1ビュ 
の お 巧を巧刊の ネ！ン3ンお占 巧表しち それによれぱ 大巧々 のごときな巧が骨子と をつて 
ゐるといはれる。 

一、 霞諸西 C 舊地をもをむ—洲短 《 QSK は碧雲がそ S に f 

二、 この换洗ち濟再建には肤州お出入シンデヶ 1 卜が巧巧され、同シンデ T 卜が化 米、日 
キブ研との《出入賓をかをし、これら巧两にもその養が巧待され る同《化が畜力 
してそのが巧&る巧 巧 t 確保する- 

一二、個人な蔓は巧怖困柏による裏則は養の巧两がれ巧し、 经、署、ま蓋に則巧 
し择巧は、寡にをいて は《出入シンデヶ ，卜 、化 米、 日そッ巧にミてはこれ等な 
W ポ技をする時#機 g と巧衝 L て巧をする • 


四、 太平巧にまする巧 H は、 ft 洗、日本、ッ巧の《力巧函と見なされ、中巧ホ市 巧の々がは 
H が iHSi < シンずケートと化米の巧面により巧をされる， 

五、 巧冉のみ配は累、ッ巧日本、北米の馆巧により巧を される 一をのれ畫の 下に 巧 はれ 
るちドイツは最後といへどもを巧巧巧の生をにがまする • 

パ、せ巧の巧券錠巧より化按される巧久的な巧機がを巧 S し、金 w 巧巧なの硏究にがまずる • 

を巧巧は巧後のせみで第二を的な S 巧おしか巧せ のこと、なる が、 ホ西との巧をにより 

たんとかその解み を 企面する•駐巧 F イツ も 南アフリカを厨ちする ことにより をの生をを 

となり、まセち巧が米苗に送ったをは巧伊その他の巧西によってが 用されることになるガ 
ら5« 

セ、 » 洲巧苗のホ苗に對する度務は巧則としてホ詔し、 そ のぞ沸はホ巧が »が巧品を 麻 入す 
る 比率に巧ひま巧はれ、特別ホ算巧をにより巧 はれる。 

八、ブイヒスマルクは巧ぴ白由通巧とをすされるがその自由巧巧は巧巧引あぴ巧光をにはが 
用されず、この分野には則巧を現在の制度が巧巧する。 

«拥»濟巧冉序の属望 
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少：—巧-之 
右のやぅなシャ<卜望 S 案は二つ S ま大な困 f をんでゐる • 5 に 太平洋に 接する猪 Y 
苗を R 巧日本、ッ蹄の共同勢力巧困と r 見はす」ことは.、アジア牵 S における今を S 
本の巧助扭ょぴそ Qi せを墓忆 i サる乏各い S い•日本はて；系證の唯一 
の正巧な利を S 代まをでをり、またさラでわらざるを得ない養件を日畜巧(舅的巧巧の 
なかに持つてゐる•日本がアジア牵洋固の唯一のけ奪となるか、 f ずんぱ同—の舅 
的巧治的寡と翁を囊ナるか Q 二つ S が日本 S 前 S されてゐる？わろ 
したがクてシャ《卜巧ま羹は、罢をして後をの途をとらせることを息巧するものでを 
ゎ、こ se とは賽世是おけ i 大な攀(原因となゎ、「霧ホ」(巧養震は望み巧へ 

<もないのでホる。 

> 

巧洋なくしては今日をでの. mi ， パは蜜し得なかつた•ナチスの「巧洲舅お秩巧」も 
またそ Q 例かではわゎ得ない•も」 rv ッが東洋 K 義 S 責任をた S 晏を明お忆訊敵し學 
「アジア S きにすぎ&い mi ， パにをける霉愛田の巧巧にょクて、 そたみで 巧ホ 
ち濟のが秩巧を巧巧し得るとちへるならぱ、ホ i 大な换良を化すものといはざるを得れい • 


晏及び； h 太平洋固 s 特殊な基を充分い結果は、を屬 がながと とも合 ホ 曲 
のおしをひで「なんとかその更をを 面」しようと する提案をも不確巧な ものと する •日本が 
アジア辜洋图を蹇せる時忆は、いかな， C 意璧もを舅《囊を W 乎と」 了主 度す るで わ 

らうからである。 

巧二に、 アメ ，客ホ巧が、シャ <卜 案の ごとき 反雲々蒂的 世が計を のみ沒ぞ となる こと 
は巧ど望み待ない•そのことは 前述 ル ー ズヴェル トの息見の通りアメリヵ 巧 巧 お 巧ち巧のを拖 
ホ講化の前提においてのみ巧待され得るものであるからだ•セさ1十六日の7ンク巧巧が「巧 
巧脚係のか、る秩ホが化み的になるのは、をにはなほ遠い將來 のこと である やうに®はたる 
といつてゐるのは、却クて非常に巧 W 的を考へホといはねばならぬ • 

巧 州爱新秩ホ Q 檢廊はと まれ 大詔かになつた。個人及び個別をま巧 助は 囊的日的の 
お困に制化され、且つおか巧巧引にをつては田家的巧關およぴ巧お 信用が個人の巧れ およぴ巧 
术幫 S 夕長：；-巧」、 S 計3的に行はれる忆至るで* らつ•それは4さ答日*でにド ィヴ 
毎 巧 自身が巧巧して來たところのを巧的巧大であり、 ナチ ス巧策 巧な 巧 巧のが局的な お现でわ 
»洲巧巧巧みザの WS 
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ナチスの商皱 

る•巧る問国は今後のみ巧的な進度かがと、他のな巧巧巧の「新秩ザ」かがの 巧短で わらぅ， 
この段巧における立巧ぎは日本およぴアタ，力をま困であり、 日本とアメ，力を 衆 巧との巧 巧 
のおをが、 R 湘巧ホが巧巧のお後の仕上げを巧をする じと にたる • 

アジア太平洋面はサ巧にをけるもっとも■をな資おを巧巧するが巧で わり、 世み巧大のが裕 
面アメリカ合乘苗すら、裏平洋巧ホのゴ A をよびなの供給たくして自をし巧ないので ホる • 
アジア太や幫 t 產卞るも Q C そ寡を支®する•而*ミ裘5 けるち 票は 日本とア 
タリカをホ田との巧を的たち立两巧をが巧し0、わる•巧が巧巧の巧巧 ホ、 巧ち ドィツ巧ホを 
よび巧み政策 C 《が的化連巧が、一にかクで百本の巧向藉にわる巧なでわる • 
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